
　

学
生
や
保
護
者
、
社
会
全
体
か
ら
の
大
学
に
対
す
る
キ
ャ

リ
ア
教
育・

支
援
に
対
す
る
期
待
は
高
い
。
保
護
者
の
立
場

か
ら
見
た
大
学
教
育
に
対
す
る
ニ
ー
ズ
や
要
望
、
大
学
へ
の

関
わ
り
方
な
ど
に
か
か
る
民
間
会
社
の
調
査
に
よ
る
と
、
大

学
で
指
導・

支
援
す
べ
き
、
あ
る
い
は
指
導・
支
援
が
望
ま
し

い
項
目
に
、「
学
部
の
専
門
的
な
勉
強
」「
ゼ
ミ
や
卒
業
論
文
」

「
幅
広
い
教
養
を
身
に
付
け
る
勉
強
」
と
い
っ
た
大
学
本
来
の

役
割
の
次
に
「
就
職
に
役
立
つ
知
識
や
ス
キ
ル
を
身
に
付
け

る
こ
と
」「
業
種
や
企
業
の
実
態
を
知
る
こ
と
」
と
い
っ
た
項

目
が
挙
が
り
、「
就
職
に
役
立
つ
知
識
や
ス
キ
ル
を
身
に
付
け

る
こ
と
」
は
「
大
学
で
責
任
を
持
っ
て
指
導・

支
援
す
べ
き
」

と
考
え
て
い
る
割
合
が
３
割
に
上
る
と
の
結
果
も
あ
る
。

　

本
連
盟
で
は
、
４
年
に
一
度
実
施
す
る
学
生
生
活
実
態
調

査
を
行
っ
て
い
る
。
２
０
１
４
年
調
査
と
２
０
０
２
年
調
査

に
お
け
る
４
年
生
の
回
答
結
果
を
比
較
す
る
と
、
就
職
へ
の

不
安
に
か
か
わ
っ
て
、「
就
職
で
き
る
か
ど
う
か
」「
自
分
の

適
性
に
合
っ
た
職
業
を
選
べ
る
か
」
が
減
少
す
る
な
ど
、
加

盟
大
学
に
お
け
る
き
め
細
か
な
キ
ャ
リ
ア
教
育
（
支
援
）
の

成
果
が
感
じ
ら
れ
る
一
方
で
、「
就
職
す
る
こ
と
自
体
」「
社

会
人
と
し
て
さ
ま
ざ
ま
な
拘
束
を
受
け
る
こ
と
に
耐
え
ら
れ

る
か
」「
就
職
先
で
人
間
関
係
に
う
ま
く
と
け
込
め
る
か
」
に

対
す
る
不
安
が
増
加
す
る
な
ど
、
大
学
に
お
け
る
キ
ャ
リ
ア

教
育（
支
援
）に
か
か
る
新
た
な
課
題
も
見
出
さ
れ
つ
つ
あ
る
。

　

就
職
採
用
の
枠
組
み
に
つ
い
て
は
、
現
在
に
至
る
ま
で
さ

ま
ざ
ま
な
変
遷
が
あ
っ
た
。
戦
後
の
復
興
期
に
お
け
る
好
況

と
朝
鮮
特
需
か
ら
来
た
人
手
不
足
は
、
卒
業
予
定
者
の
採
用

早
期
化
を
加
速
さ
せ
た
。
こ
れ
に
対
し
、
大
学
側
と
日
本
経

営
者
団
体
連
盟
（
以
後
、
日
経
連
）、
文
部
省
、
労
働
省
の
間

特 集

そ
れ
ぞ
れ
の
大
学・

立
場
か
ら
考
え
る

〝
大
学
に
お
け
る
キ
ャ
リ
ア
教
育（
支
援
）〟と
は
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で
検
討
が
行
わ
れ
、
１
９
５
３
年
に
は
、
学
生
の
学
業
へ
の

専
念
の
阻
害
を
懸
念
す
る
大
学
側
と
人
材
確
保
を
急
ぐ
企
業

側
そ
れ
ぞ
れ
の
意
見
を
調
整
し
て
採
用
開
始
時
期
を
決
定
す

る
「
就
職
協
定
」
が
結
ば
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
し
か
し
、

就
職
協
定
は
あ
く
ま
で
も
紳
士
協
定
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、

就
職
活
動
時
期
の
早
期
化
を
止
め
る
こ
と
が
で
き
ず
、
１
９

６
２
年
に
は
日
経
連
の
宣
言
に
よ
っ
て
い
っ
た
ん
は
廃
止
さ

れ
た
が
、
高
度
成
長
下
で
の
い
わ
ゆ
る
青
田
刈
り
の
横
行
な

ど
に
対
す
る
批
判
の
高
ま
り
の
中
で
、
１
９
７
２
年
に
復
活

す
る
こ
と
に
な
る
（
労
働
省
は
参
加
せ
ず
）。
就
職
協
定
の
内

容
も
変
遷
が
あ
り
、
１
９
７
２
年
に
は
選
考
開
始
日
が
７
月

１
日
、
１
９
８
６
年
に
は
８
月
20
日
会
社
訪
問
開
始
、
11
月

１
日
内
定
解
禁
、
１
９
９
２
年
に
は
採
用
選
考
開
始
日
は
卒

業
年
次
の
８
月
１
日
前
後
、
内
定
日
は
10
月
１
日
と
さ
れ
た
。

し
か
し
、
紳
士
協
定
で
あ
る
こ
と
の
限
界
に
加
え
、
協
定
に

加
わ
る
企
業
が
限
ら
れ
て
い
た
た
め
、
実
際
に
は
採
用
選
考

活
動
が
開
始
日
以
前
か
ら
行
わ
れ
る
な
ど
形
骸
化
が
進
行
す

る
中
、
１
９
９
６
年
、
再
び
日
経
連
の
主
張
に
よ
っ
て
廃
止

さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

　

１
９
９
７
年
に
は
、
大
学
側
の
就
職
問
題
懇
談
会
が
「
大

学
、
短
期
大
学
及
び
高
等
専
門
学
校
卒
業・

修
了
予
定
者
に

係
る
就
職
に
つ
い
て
（
申
合
せ
）」、
企
業
側
の
日
経
連
（
後

の
日
本
経
済
団
体
連
合
会
）
が
「
新
規
学
卒
者
の
採
用・

選

考
に
関
す
る
倫
理
憲
章
」
を
定
め
、
相
互
に
そ
れ
を
尊
重
す

る
と
い
う
枠
組
み
が
形
成
さ
れ
た
。「
申
合
せ
」
に
お
い
て

は
、
学
校
推
薦
は
卒
業
年
次
の
７
月
１
日
以
降
、
正
式
内
定

日
は
10
月
１
日
以
降
と
さ
れ
、「
倫
理
憲
章
」
に
お
い
て
は
、

広
報
活
動
開
始
日
は
明
記
さ
れ
な
か
っ
た
も
の
の
、
慣
例
的

に
就
職
情
報
サ
イ
ト
な
ど
へ
の
登
録
が
卒
業
前
年
次
10
月
１

日
に
開
始
、
正
式
内
定
日
は
10
月
１
日
以
降
と
さ
れ
た
。

　

し
か
し
、
就
職
活
動
の
早
期
化・

長
期
化
の
傾
向
に
は
歯

止
め
が
か
か
ら
ず
、
学
生
は
卒
業
前
年
次
の
夏
休
み
明
け
（
も

し
く
は
そ
れ
以
前
）
か
ら
会
社
訪
問
な
ど
の
「
就
活
」
に
多

く
の
時
間
を
割
か
ね
ば
な
ら
な
い
状
態
が
深
刻
化
し
て
い
っ

た
。
こ
の
よ
う
な
事
態
を
踏
ま
え
て
、
日
本
経
済
団
体
連
合

会
（
以
後
、
経
団
連
）
は
２
０
１
３
年
３
月
卒
業
者
を
対
象

に
、
広
報
活
動
開
始
を
卒
業
前
年
次
12
月
１
日
以
降
、
採
用

選
考
開
始
（
採
用
面
接
な
ど
の
実
質
的
な
選
考
開
始
）
を
卒

業
年
次
４
月
１
日
以
降
と
す
る
「
倫
理
憲
章
」
の
大
幅
な
改

正
を
行
っ
た
。
一
方
大
学
側
は
、
広
報
活
動
開
始
日
か
ら
企

業
説
明
会
や
エ
ン
ト
リ
ー
シ
ー
ト
登
録
な
ど
が
始
ま
り
、
学

生
に
と
っ
て
は
こ
の
時
点
か
ら
実
質
的
な
就
職
活
動
が
ス
タ
ー

ト
す
る
こ
と
に
な
る
た
め
、
少
な
く
と
も
卒
業
前
年
次
の
年

度
末
試
験
終
了
ま
で
は
学
業
に
専
念
で
き
る
体
制
を
求
め
、
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時
期
を
さ
ら
に
遅
ら
せ
る
べ
き
で
あ
る
と
主
張
し
た
。
２
０

１
３
年
４
月
に
は
安
倍
総
理
か
ら
経
済
界
に
対
し
て
、
２
０

１
５
年
度
卒
業・

修
了
予
定
者
（
当
時
の
大
学
２
年
生
）
か

ら
、
広
報
活
動
は
卒
業・

修
了
年
度
に
入
る
直
前
の
３
月
１

日
以
降
に
開
始
、
そ
の
後
の
採
用
選
考
活
動
は
卒
業・

修
了

年
度
の
８
月
１
日
以
降
に
開
始
と
す
る
よ
う
要
請
が
な
さ
れ
、

そ
の
後
、「
日
本
再
興
戦
略
」（
２
０
１
３
年
６
月
14
日
閣
議

決
定
）
に
お
い
て
政
府
方
針
と
し
て
決
定
さ
れ
た
。
こ
れ
を

受
け
て
経
団
連
は
、「
倫
理
憲
章
」
に
代
え
て
「
採
用
選
考
に

関
す
る
指
針
」
な
ら
び
に
「『
採
用
選
考
に
関
す
る
指
針
』
の

手
引
き
」
を
と
り
ま
と
め
、
加
盟
約
１
３
０
０
社
に
遵
守
を

呼
び
か
け
た
。

　

２
０
１
５
年
度
は
、
こ
の
新
日
程
の
い
わ
ば
「
元
年
」
で

あ
っ
た
が
、
採
用
選
考
開
始
時
期
を
守
ら
ず
従
来
通
り
の
日

程
で
採
用
活
動
を
行
う
企
業
が
続
出
し
、
結
果
と
し
て
活
動

期
間
の
早
期
化・

長
期
化
が
生
じ
た
。
要
因
と
し
て
は
、
変

更
１
年
目
で
あ
る
こ
と
や
、
産
業
界
の
雇
用
意
欲
が
近
年
に

な
く
高
ま
っ
た
こ
と
な
ど
も
考
え
ら
れ
、
日
程
の
「
後
ろ
倒

し
」
だ
け
に
よ
る
も
の
と
す
る
根
拠
は
見
い
だ
せ
な
い
が
、

企
業
を
中
心
に
日
程
の
再
変
更
、
具
体
的
に
は
採
用
選
考
開

始
を
２
カ
月
前
倒
し
し
て
６
月
以
降
と
す
る
こ
と
を
求
め
る

声
が
強
ま
っ
た
。
こ
れ
に
対
し
て
、
11
月
に
は
就
職
問
題
懇

談
会
が
「
学
士
力
や
社
会
人
基
礎
力
な
ど
を
担
保
し
た
豊
か

な
人
間
性
を
有
す
る
人
材
を
育
成
す
る
こ
と
は
、
わ
れ
わ
れ

教
育
機
関
に
課
せ
ら
れ
た
使
命
で
あ
る
」
と
の
基
本
認
識
に

基
づ
い
て
、
６
月
は
授
業
期
間
中
で
あ
り
学
業
に
支
障
が
生

じ
る
こ
と
、
留
学
や
教
育
実
習
な
ど
の
日
程
に
悪
影
響
が
あ

る
こ
と
な
ど
の
理
由
に
よ
り
、
わ
ず
か
１
年
で
採
用
選
考
開

始
時
期
を
変
更
す
る
こ
と
に
強
い
懸
念
を
表
明
し
、「
今
年
度

の
検
証
を
踏
ま
え
た
大
学
側
と
経
済
界
の
意
見
交
換
を
経
ず
、

来
年
度
の
採
用
選
考
活
動
時
期
の
見
直
し
に
つ
い
て
の
結
論

を
出
す
こ
と
は
避
け
る
こ
と
」
を
経
済
団
体
に
要
請
し
た
。

し
か
し
、
経
団
連
は
12
月
７
日
、
企
業
と
学
生
双
方
に
多
大

な
悪
影
響
が
生
じ
て
お
り
、「
真
面
目
に
指
針
を
遵
守
し
た
企

業
が
人
材
の
獲
得
に
当
た
っ
て
一
方
的
な
不
利
益
を
再
び
被

る
こ
と
に
な
る
」
な
ど
を
理
由
と
し
て
、
３
月
の
広
報
開
始

時
期
に
つ
い
て
は
変
更
し
な
い
一
方
で
、
選
考
開
始
時
期
を

６
月
と
す
る
こ
と
な
ど
を
主
な
内
容
と
す
る
２
０
１
６
年
度

卒
業・

修
了
予
定
者
対
象
の
「
指
針
」
お
よ
び
「
手
引
き
」

の
改
定
を
実
施
し
た
。
こ
の
よ
う
な
動
き
を
受
け
て
、
就
職

問
題
懇
談
会
は
、「
大
学
等
は
、
時
期
変
更
の
本
来
の
趣
旨
を

踏
ま
え
、
経
済
界
と
の
協
力
の
下
、
学
生
の
学
修
時
間
の
確

保
や
留
学
な
ど
の
多
様
な
経
験
を
得
る
機
会
を
確
保
す
る
と

と
も
に
、
学
生
が
適
切
な
職
業
選
択
を
行
う
機
会
を
確
保
す
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る
こ
と
を
責
務
の
一
つ
と
し
て
取
り
組
む
必
要
が
あ
る
」
と

し
て
、12
月
８
日
付
で
新
た
な
「
申
合
せ
」
を
定
め
た
。

　

こ
う
し
た
採
用
選
考
活
動
開
始
時
期
に
か
か
る
問
題
は
、

そ
の
背
景
に
あ
る
戦
後
日
本
社
会
全
体
の
変
容
と
そ
れ
に
伴

う
大
学
の
社
会
的
役
割
の
変
化
と
い
う
、
よ
り
大
き
な
問
題

と
結
び
つ
い
て
い
る
。
大
学
の
規
模・

種
別
や
地
域
に
よ
っ

て
、
そ
の
捉
え
方
、
課
題
へ
の
取
り
組
み
方
法
は
さ
ま
ざ
ま

で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
大
切
な
こ
と
は
、
冒
頭
に
述
べ
た
学

生・

保
護
者
か
ら
の
要
望
や
企
業
の
ニ
ー
ズ
と
の
関
係
を
踏

ま
え
つ
つ
、
大
学
が
高
等
教
育
機
関
と
し
て
ど
の
よ
う
な
教

育
を
行
っ
て
い
く
の
か
と
い
う
問
題
意
識
を
持
ち
続
け
、
学

生
の
学
修
時
間
を
十
分
に
確
保
す
る
と
い
う
大
前
提
の
も
と

で
、
よ
り
良
い
就
職
採
用
活
動
の
た
め
の
環
境
整
備
を
進
め

る
こ
と
で
あ
ろ
う
。

　

そ
こ
で
、
本
特
集
で
は
、
企
業
側
に
お
け
る
採
用
選
考
活

動
開
始
日
の
見
直
し
に
か
か
る
検
討
の
行
方
を
踏
ま
え
つ
つ
、

大
学
が
抱
え
る
ジ
レ
ン
マ
や
課
題
、
特
色
あ
る
取
り
組
み
を

紹
介
す
る
。
そ
の
内
容
の
共
有
を
通
じ
て
、「
学
士
力
や
社
会

人
基
礎
力
な
ど
を
担
保
し
た
豊
か
な
人
間
性
を
有
す
る
人
材

育
成
」
に
向
け
た
大
学
に
お
け
る
キ
ャ
リ
ア
教
育
な
ら
び
に

就
職
支
援
の
在
り
方
に
つ
い
て
、
今
後
の
よ
り
良
い
方
向
へ

の
議
論
展
開
に
資
す
る
こ
と
に
つ
な
げ
た
い
。

就
職
活
動　

守
ら
れ
な
い
ル
ー
ル
は
い
つ
ま
で
続
く

渡
辺 

茂
晃

●
日
経
カ
レ
ッ
ジ
カ
フ
ェ
副
編
集
長
、 

　

日
経
就
職
ナ
ビ
編
集
長

就
職
活
動
―
大
学
と
企
業
の
接
続
問
題

北
城 

恪
太
郎

●
国
際
基
督
教
大
学
理
事
長

大
学
に
お
け
る
キ
ャ
リ
ア
教
育
と
は

─
リ
ベ
ラ
ル・

ア
ー
ツ
の
立
場
か
ら

髙
木 

孝
子

●
ノ
ー
ト
ル
ダ
ム
清
心
女
子
大
学
学
長

キ
ャ
リ
ア
教
育
と
ス
チ
ュ
ー
デ
ン
ツ・

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

―
立
命
館
大
学
の
取
り
組
み

前
田 

信
彦

●
立
命
館
大
学
産
業
社
会
学
部
教
授
、 

　

キ
ャ
リ
ア
教
育
セ
ン
タ
ー
長

「
社
会
に
学
び
、
社
会
に
貢
献
す
る
」

理
工
系
人
材
の
育
成

中
村 

朝
夫

●
芝
浦
工
業
大
学
キ
ャ
リ
ア
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
長
、 

　

工
学
部
教
授
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２
０
１
５
年
か
ら
始
ま
っ
た
就
職
活
動
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
が
、
わ

ず
か
１
年
で
終
了
し
た
。日
本
商
工
会
議
所
、日
本
経
済
団
体
連
合

会
（
以
後
、経
団
連
）
が
採
用
選
考
開
始
時
期
を
８
月
か
ら
６
月
へ

と
２
カ
月
前
倒
し
す
る
こ
と
を
提
案
、
大
学
側
の
就
職
問
題
懇
談

会
が
こ
れ
を
認
め
る
形
で
決
着
し
た
。同
懇
談
会
は
当
初
、６
月
に

採
用
選
考
を
始
め
る
こ
と
に
つ
い
て
、「
授
業
期
間
」「
卒
業
論
文
の

ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
」「
留
学
中
の
学
生
の
帰
国
日
程
」な
ど
の
学
事
日
程

に
影
響
す
る
と
い
う
理
由
で
反
対
し
て
い
た
。し
か
し
、最
終
的
に

は
「
選
考
活
動
の
開
始
時
期
を
決
め
る
の
は
企
業
」
と
し
て
、
変

更
を
認
め
た
。
こ
う
し
て
、
２
０
１
６
年
の
就
職
活
動
ス
ケ
ジ
ュ
ー

ル
は
「
３
月
採
用
広
報
開
始
、
６
月
採
用
選
考
開
始
」
に
な
っ
た
。

大
学
教
職
員
の
半
数
が
変
更
賛
成

　

今
回
の
見
直
し
に
つ
い
て
、
日
経
Ｈ
Ｒ
が
大
学
の
就
職・

キ
ャ

リ
ア
教
育
に
関
わ
る
教
職
員
を
対
象
に
実
施
し
た
ア
ン
ケ
ー
ト
結

果
を
見
て
み
よ
う
。
６
月
採
用
選
考
開
始
に
つ
い
て
は
、「
賛
成
」

「
ど
ち
ら
か
と
い
う
と
賛
成
」
と

い
う
意
見
が
半
数
を
超
え
た
。

理
由
は
「
就
活
の
長
期
化
」「
真

夏
の
活
動
」「
卒
業
研
究
開
始
時

期
の
遅
れ
」「
選
考
開
始
時
期
が

混
在
」
と
い
っ
た
問
題
を
解
消

で
き
る
か
ら
と
い
う
も
の
だ
。

「
わ
ず
か
１
年
で
変
更
す
る
の
は

い
か
が
な
も
の
か
？
」「
学
事
日

程
に
影
響
が
あ
る
」
と
い
っ
た

気
持
ち
は
あ
り
つ
つ
も
、
２
０

１
５
年
の
就
職
活
動
が
学
生
に

特
集

そ
れ
ぞ
れ
の
大
学・

立
場
か
ら
考
え
る
〝
大
学
に
お
け
る
キ
ャ
リ
ア
教
育
（
支
援
）〟
と
は

就
職
活
動
　
守
ら
れ
な
い
ル
ー
ル
は
い
つ
ま
で
続
く

渡
辺 

茂
晃
●
日
経
カ
レ
ッ
ジ
カ
フ
ェ
副
編
集
長
、
日
経
就
職
ナ
ビ
編
集
長採用選考開始時期の２カ月前倒しについて（n=73）

どちらかというと賛成
42.5%

どちらかというと
反対
20.5%

賛成
21.9%

反対
15.1%
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大
き
な
負
担
を
強
い
た
こ
と
を
考
え
れ
ば
変
更
も
や
む
な
し
、
と

い
っ
た
と
こ
ろ
の
よ
う
だ
。

　

一
部
の
大
学
で
内
定
率
が
下
が
っ
て
い
る
こ
と
も
、
ス
ケ
ジ
ュ
ー

ル
変
更
を
支
持
す
る
理
由
だ
。「
日
経
就
職
ナ
ビ
就
職
活
動
モ
ニ

タ
ー
調
査
」
で
は
、
採
用
選
考
解
禁
１
カ
月
前
の
７
月
１
日
時
点

で
内
定
率
が
50・
６
％
と
半
数
を
超
え
て
お
り
、
８
月
１
日
時
点

で
は
67・

３
％
に
ま
で
上
が
っ
て
い
た
。
全
体
の
数
字
だ
け
を
見

れ
ば
８
月
採
用
選
考
開
始
に
よ
る
マ
イ
ナ
ス
の
影
響
は
少
な
か
っ

た
よ
う
に
見
え
る
が
、
個
別
の
大
学
の
内
定
率
を
見
て
み
る
と
、

そ
の
内
容
は
大
き
く
異
な
る
。

　

都
内
の
あ
る
中
堅
大
学
で
は
、
例
年
よ
り
も
内
定
率
が
低
く
な
っ

て
い
る
。
就
職
担
当
職
員
は
「
動
き
出
し
の
遅
い
学
生
が
内
定
を

得
て
い
な
い
」
と
説
明
す
る
。
例
年
の
こ
と
だ
が
、
就
職
活
動
の

ス
タ
ー
ト
時
期
が
遅
い
学
生
は
、
活
動
を
通
し
て
徐
々
に
成
長
し

て
最
終
的
に
内
定
を
得
て
い
る
。
と
こ
ろ
が
選
考
開
始
が
遅
れ
た

こ
と
に
よ
っ
て
、
企
業
の
選
考
を
通
過
で
き
る
と
こ
ろ
ま
で
成
長

し
て
い
な
い
学
生
が
多
い
と
い
う
。
女
子
大
で
も
内
定
率
が
下
が
っ

て
い
る
と
こ
ろ
が
あ
る
。
企
業
は
総
合
職
の
採
用
選
考
が
終
わ
っ

て
か
ら
一
般
職
の
採
用
選
考
を
始
め
る
た
め
、
総
合
職
の
計
画
人

数
に
達
し
な
い
企
業
が
一
般
職
の
採
用
選
考
を
遅
ら
せ
て
い
た
。

こ
の
こ
と
が
影
響
し
て
内
定
率
の
低
下
を
招
い
た
。
ま
た
大
手
企

業
が
採
用
活
動
を
秋
ま
で
続
け
た
た
め
、
内
定
を
得
て
い
な
い
学

生
が
中
小
企
業
に
志
望
先
を
変
え
る
の
が
遅
れ
た
。
そ
ん
な
事
情

が
あ
っ
て
「
６
月
採
用
選
考
開
始
」
を
歓
迎
し
て
い
る
の
だ
。

６
月
選
考
開
始
は
２
０
１
６
年
限
り
？

　

こ
う
し
て
２
０
１
６
年
か
ら
再
び
新
し
い
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
に
変

わ
っ
た
が
、
こ
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
が
あ
ま
り
長
く
続
か
な
い
可
能

性
も
あ
る
。
す
で
に
一
部
の
企
業
は
２
０
１
７
年
の
採
用
活
動
計

画
を
「
４
月
採
用
選
考
開
始
」
で
立
て
て
い
る
と
い
っ
た
情
報
も

あ
り
、
２
０
１
７
年
に
は
採
用
選
考
の
開
始
時
期
は
６
月
か
ら
４

月
へ
と
さ
ら
に
２
カ
月
前
倒
し
、
つ
ま
り
２
０
１
４
年
以
前
と
同

じ
時
期
に
戻
る
と
も
考
え
ら
れ
る
。
そ
う
な
れ
ば
、
採
用
選
考
開

始
時
期
の
変
更
に
伴
い
、
採
用
広
報
開
始
時
期
も
動
く
こ
と
に
な

る
。
２
０
１
４
年
以
前
の
、
３
年
生
12
月
か
３
年
生
１
月
の
ど
ち

ら
か
が
有
力
で
、
こ
れ
は
２
０
１
６
年
の
状
況
次
第
だ
ろ
う
。
１

月
な
ら
採
用
広
報
期
間
が
３
カ
月
間
と
、
２
０
１
６
年
と
同
じ
に

な
る
。
こ
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
で
学
生
の
応
募
が
十
分
に
集
ま
れ
ば

１
月
採
用
広
報
開
始
も
あ
り
得
る
が
、
集
ま
ら
な
け
れ
ば
12
月
に

ま
で
戻
る
だ
ろ
う
。

　

前
述
の
日
経
Ｈ
Ｒ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
で
は
、
採
用
広
報
活
動

と
選
考
活
動
の
開
始
時
期
に
つ
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
「
３
年
生
12
月
」
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と
「
４
年
生
４
月
」
と
い
っ
た
回
答
が
最
も
多
か
っ
た
。
企
業
、

大
学
両
方
の
意
見
が
一
致
す
れ
ば
２
０
１
４
年
以
前
に
戻
る
こ
と

に
な
り
、
２
０
１
５
年
、
２
０
１
６
年
の
２
年
間
は
ま
っ
た
く
無

駄
だ
っ
た
こ
と
に
な
っ
て
し
ま
う
。

　

１
年
限
定
と
な
る
か
も
し
れ
な
い
「
３
月
採
用
広
報
開
始
、
６

月
採
用
選
考
開
始
」
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
、
就
職
活
動
を
す
る
学

生
に
と
っ
て
は
マ
イ
ナ
ス
の
影
響
が
多
い
。
６
月
採
用
選
考
開
始

に
対
す
る
学
生
の
不
安
と
憤
り
の
声
を
紹
介
し
よ
う
。

・
�「

学
業
と
の
両
立
の
面
を
考
え
る
と
悪
影
響
が
あ
る
。
ま
た
６

月
の
教
育
実
習
と
企
業
へ
の
就
職
を
迷
っ
て
い
る
人
に
と
っ
て

は
、
実
習
を
経
験
し
な
い
ま
ま
キ
ャ
リ
ア
選
択
を
迫
ら
れ
て
し

ま
う
こ
と
に
な
る
」

・
�「

選
考
が
８
月
か
ら
と
い
う
こ
と
で
、
こ
の
秋
か
ら
留
学
に
行
っ

た
後
輩
が
い
る
。
今
回
の
前
倒
し
を
受
け
て
か
な
り
困
惑
を
し

て
い
る
。
経
団
連
を
信
じ
、
学
業
に
励
も
う
と
し
て
い
た
学
生

が
馬
鹿
を
み
て
し
ま
う
の
は
納
得
が
い
か
な
い
」

・
�「

企
業
研
究
を
す
る
時
間
が
短
い
の
で
、
自
分
に
合
う
企
業
が

見
つ
け
ら
れ
る
か
ど
う
か
不
安
」。

　

真
夏
の
就
職
活
動
を
避
け
る
こ
と
は
賛
成
だ
が
、
学
業
な
ど
へ

の
影
響
の
大
き
さ
を
懸
念
す
る
声
は
大
き
い
。

「採用広報開始時期」と「選考解禁時期」は、いつがいいと思うか（n=73）
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む
な
し
い「
土
日・

夕
方
以
降
の
開
催
を
」

　

就
職
問
題
懇
談
会
も
６
月
選
考
に
あ
た
っ
て
、「
土
日
や
平
日
夕

方
を
活
用
す
る
な
ど
、
学
生
の
事
情
に
配
慮
し
た
選
考
」
を
企
業

側
に
要
請
し
た
。
経
団
連
も
「
採
用
選
考
に
関
す
る
指
針
」
の
手

引
き
の
中
で
、
広
報
活
動
、
選
考
活
動
共
に
土
日・

祝
日
、
夕
方

以
降
の
設
定
な
ど
学
事
日
程
に
配
慮
す
る
こ
と
を
求
め
て
い
る
。

と
こ
ろ
が
、「
土
日・

祝
日
、
夕
方
以
降
の
開
催
」
に
つ
い
て
は
、

経
団
連
の
「
採
用
選
考
に
関
す
る
企
業
の
倫
理
憲
章
」
時
代
か
ら

明
記
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
ま
で
守
ら
れ
た
た
め
し
は
な
い
。
２

０
１
６
年
６
月
１
日
は
水
曜
日
だ
が
、
こ
の
日
が
選
考
開
始
日
に

な
る
の
は
間
違
い
な
い
だ
ろ
う
。

　

６
月
選
考
開
始
を
守
ら
な
い
企
業
も
多
い
。
２
０
１
７
年
卒
業

予
定
者
向
け
の
採
用
活
動
は
す
で
に
始
ま
っ
て
お
り
、
外
資
系
コ

ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
会
社
な
ど
は
２
０
１
５
年
12
月
に
は
選
考
を
終

え
、
内
々
定
を
出
し
て
お
り
、
Ｉ
Ｔ
ベ
ン
チ
ャ
ー
な
ど
も
12
月
に

は
採
用
広
報
を
始
め
て
い
る
。
外
資
、
Ｉ
Ｔ
ベ
ン
チ
ャ
ー
に
限
ら

ず
、
経
団
連
に
加
盟
し
て
い
る
企
業
で
も
水
面
下
で
選
考
を
始
め

る
と
こ
ろ
は
多
い
。
２
０
１
５
年
の
経
団
連
加
盟
企
業
の
採
用
活

動
で
は
、
８
月
以
前
に
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
参
加
学
生
の
先
行
選

考
、
面
接
と
言
わ
な
い
「
面
接
」
な
ど
が
横
行
し
た
。
具
体
的
に

は
、
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ

に
参
加
し
た
学
生
を
「
イ

ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
Ｏ
Ｂ

会
」、
書
類
選
考
（
経
団
連

の
指
針
に
あ
る
選
考
に
は

書
類
選
考
は
含
ま
れ
な

い
）
を
通
っ
た
学
生
を

「
質
問
会
」「
懇
談
会
」「
模

擬
面
接
会
」
と
い
っ
た
名

称
で
集
め
、
実
質
的
な
選

考
を
し
て
い
た
。
同
様
の

こ
と
は
２
０
１
６
年
も
起

こ
る
だ
ろ
う
。

２
０
１
６
年
は
早
期
の
企
業
理
解
を

　

２
０
１
６
年
の
大
学
の
就
職
活
動
支
援
と
し
て
重
要
に
な
る
の

は
、
学
生
の
企
業
理
解
だ
。
採
用
広
報
開
始
か
ら
採
用
選
考
開
始

ま
で
の
期
間
は
２
０
１
５
年
は
５
カ
月
、
２
０
１
４
年
以
前
は
４

カ
月
、
２
０
１
２
年
以
前
は
６
カ
月
あ
っ
た
。
学
生
た
ち
は
こ
の

期
間
に
企
業
説
明
会
な
ど
に
参
加
し
て
、
企
業
の
事
業
内
容
や
働

き
方
、
社
風
な
ど
を
理
解
し
、
志
望
先
を
決
め
て
い
く
。
そ
れ
に 企業の選考に並ぶ学生たち（2015年8月1日）
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対
し
て
、
２
０
１
６
年
は
３
カ
月
と
過
去
最
短
な
の
で
あ
る
。
２

０
１
３
年
に
６
カ
月
か
ら
４
カ
月
に
減
っ
た
際
に
は
、
企
業
側
か

ら
「
企
業
理
解
が
足
り
な
い
」「
志
望
理
由
が
あ
い
ま
い
」
と
い
っ

た
声
が
か
な
り
上
が
っ
て
い
た
。
採
用
選
考
を
通
過
す
る
た
め
だ

け
で
な
く
、
就
職
後
に
「
社
風
が
合
わ
な
い
」「
思
っ
て
い
た
仕
事

と
違
う
」
な
ど
の
理
由
で
早
期
離
職
者
が
増
え
る
お
そ
れ
も
あ
る
。

　

３
月
の
採
用
広
報
開
始
前
に
新
聞
や
雑
誌
を
読
む
、
Ｏ
Ｂ・

Ｏ

Ｇ
訪
問
を
す
る
、
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
に
参
加
す
る
な
ど
、
企
業

に
つ
い
て
理
解
を
深
め
て
お
く
必
要
が
あ
る
。
３
月
に
な
っ
て
か

ら
企
業
研
究
を
始
め
て
い
る
と
、
書
類
選
考
で
あ
る
エ
ン
ト
リ
ー

シ
ー
ト
提
出
や
Ｗ
Ｅ
Ｂ
テ
ス
ト
受
検
な
ど
に
追
い
立
て
ら
れ
、
な

ん
と
な
く
企
業
の
採
用
選
考
を
受
け
て
結
果
が
出
な
い
と
か
、
運

良
く
内
々
定
を
得
ら
れ
て
も
「
や
っ
ぱ
り
こ
こ
で
は
な
い
」
と
、

就
職
活
動
を
続
け
る
こ
と
に
な
る
か
も
し
れ
な
い
。
そ
う
な
ら
な

い
た
め
に
も
、
早
め
の
業
界・

企
業
研
究
が
で
き
る
セ
ミ
ナ
ー
を

開
催
し
た
ほ
う
が
い
い
。
こ
れ
が
２
０
１
６
年
就
職
活
動
支
援
の

最
大
の
ポ
イ
ン
ト
に
な
る
だ
ろ
う
。

繰
り
返
さ
れ
る
ル
ー
ル
変
更

　

就
活
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
に
関
し
て
は
、
過
去
に
何
度
も
ル
ー
ル
決

め
と
変
更
が
繰
り
返
さ
れ
て
き
た
。
１
９
５
２
年
に
で
き
た
第
１

次
就
職
協
定
に
始
ま
り
、
第
２
次
、
第
３
次
の
就
職
協
定
が
あ
り
、

そ
の
都
度
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
が
変
わ
っ
て
き
た
。
そ
し
て
、
協
定
が

定
め
る
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
と
実
態
の
乖
離
な
ど
に
よ
っ
て
協
定
が
廃

止
、
以
後
、
経
団
連
の
「
採
用
選
考
に
関
す
る
企
業
の
倫
理
憲
章
」

が
企
業
の
採
用
活
動
ル
ー
ル
な
ど
を
決
め
て
き
た
。「
倫
理
憲
章
」

が
で
き
た
当
初
は
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
を
定
め
て
い
な
か
っ
た
が
、
２

０
１
３
年
卒
業
予
定
者
向
け
か
ら
「
３
年
生
12
月
採
用
広
報
開
始
、

４
年
生
４
月
採
用
選
考
開
始
」
を
明
記
。
そ
し
て
、
２
０
１
５
年

卒
向
け
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
変
更
時
に
は
「
倫
理
憲
章
」
か
ら
「
採

用
選
考
に
関
す
る
指
針
」
へ
と
変
わ
っ
た
。
指
針
へ
の
変
更
に
よ
っ

て
、
倫
理
憲
章
時
代
に
公
表
し
て
い
た
「
賛
同
企
業
リ
ス
ト
」（
倫

理
憲
章
に
賛
同
す
る
８
０
０
社
超
の
企
業
名
）
は
姿
を
消
し
、
企

業
へ
の
拘
束
力
が
弱
ま
っ
た
。

　

今
回
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
変
更
も
、
指
針
を
守
ら
な
い
企
業
が
多

く
、
就
職
活
動
が
長
期
化
し
、
学
生
の
学
事
日
程
に
影
響
を
与
え

た
こ
と
が
原
因
だ
。
全
企
業
、
全
大
学
が
同
じ
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
で

動
く
こ
と
の
難
し
さ
は
十
分
に
経
験
で
き
た
。
こ
れ
を
き
っ
か
け

に
、
単
に
元
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
に
戻
す
だ
け
で
は
な
く
、
新
し
い

ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
お
よ
び
選
考
方
法
を
考
え
直
す
必
要
が
あ
る
だ
ろ

う
。
例
え
ば
、
文
理
別
の
選
考
時
期
設
定
、
留
学
か
ら
の
帰
国
学

生
枠
設
置
、
業
種
別
の
選
考
時
期
設
定
、
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
の
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採
用
選
考
化
な
ど
だ
。

　

こ
れ
か
ら
の
時
代
、
企
業
は
人
材
の
数
で
は
な
く
、
人
材
の
質

で
グ
ロ
ー
バ
ル
市
場
を
生
き
抜
い
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
人

材
獲
得
は
企
業
の
存
続
に
直
結
す
る
重
要
課
題
だ
。
そ
の
た
め
に

は
、
ル
ー
ル
を
守
っ
て
優
秀
な
人
材
を
採
用
で
き
な
か
っ
た
で
は

済
ま
さ
れ
な
い
。
と
す
れ
ば
、
こ
れ
ま
で
の
よ
う
に
形
式
だ
け
ル
ー

ル
を
決
め
、「
申
し
合
わ
せ
ま
し
た
」「
要
請
し
ま
し
た
」
を
繰
り

返
し
て
い
て
も
何
も
改
善
さ
れ
な
い
。
ル
ー
ル
を
守
る
こ
と
を
優

先
す
る
な
ら
、
学
生
の
就
職
活
動
の
動
向
を
一
番
知
っ
て
い
る
大

学
が
、
ル
ー
ル
を
破
っ
た
企
業
の
学
内
セ
ミ
ナ
ー
参
加
禁
止
や
大

学
推
薦
を
し
な
い
な
ど
、
大
学
側
も
企
業
が
守
る
よ
う
に
協
力
す

る
必
要
が
あ
る
。
ま
た
、
ル
ー
ル
自
体
を
な
く
す
こ
と
も
考
え
ら

れ
る
。
で
き
る
な
ら
や
る
し
、
で
き
な
い
な
ら
や
ら
な
い
。
大
人

の
言
い
訳
の
た
め
の
ル
ー
ル
は
、
た
だ
学
生
を
混
乱
さ
せ
、
疲
弊

さ
せ
る
だ
け
だ
。

学
生
に
は
今
後
の
社
会
を
見
せ
る

　

最
後
に
、
大
学
の
キ
ャ
リ
ア
教
育
に
つ
い
て
。
大
学・

企
業
側

に
は
、
い
ま
だ
に
否
定
的
な
意
見
を
持
つ
人
が
多
く
い
る
。
そ
の

主
張
は
「
大
学
は
学
問
を
す
る
と
こ
ろ
で
、
就
職
対
策
の
場
で
は

な
い
」
と
い
っ
た
も
の
だ
。
確
か
に
、
大
学
に
よ
っ
て
は
就
職
試

験
対
策
だ
け
を
教
え
る
「
キ
ャ
リ
ア
」
と
い
う
言
葉
の
つ
く
科
目

を
設
置
し
て
い
る
と
こ
ろ
も
多
い
。
そ
の
た
め
、
就
職
対
策
＝
キ
ャ

リ
ア
教
育
と
思
わ
れ
が
ち
だ
。
ま
た
、
担
当
す
る
教
員
が
不
足
し

て
い
る
た
め
に
、
一
部
の
教
育
関
連・

人
材
関
連
企
業
に
授
業
を

丸
投
げ
し
て
い
る
と
こ
ろ
も
見
ら
れ
る
。
こ
う
し
た
こ
と
も
、
大

学
内
外
で
否
定
的
な
意
見
が
多
い
理
由
だ
。

　

こ
れ
か
ら
学
生
が
出
て
行
く
世
の
中
は
、
こ
れ
ま
で
と
違
っ
て

変
化
の
ス
ピ
ー
ド
が
速
く
、
世
界
を
相
手
に
仕
事
を
進
め
る
こ
と

に
な
る
。
国
内
を
見
れ
ば
、
高
齢
化
や
人
口
減
少
に
よ
っ
て
市
場

は
縮
小
を
続
け
る
。
そ
の
一
方
、
世
界
で
は
人
口
が
増
え
続
け
、

ア
ジ
ア
を
中
心
と
し
た
新
興
国
が
成
長
を
続
け
る
。
ま
た
、
技
術

の
進
歩
で
、
ロ
ボ
ッ
ト
や
人
工
知
能
、
自
動
運
転
、
ド
ロ
ー
ン
な

ど
が
実
用
化
さ
れ
つ
つ
あ
る
。
こ
れ
に
よ
っ
て
、
こ
れ
ま
で
あ
っ

た
仕
事
が
な
く
な
り
、
新
し
い
仕
事
が
生
ま
れ
て
く
る
。
将
来
の

さ
ま
ざ
ま
な
可
能
性
を
学
生
に
見
せ
、
そ
の
上
で
ど
う
働
き
、
ど

う
生
き
る
の
か
考
え
さ
せ
る
の
が
キ
ャ
リ
ア
教
育
だ
。
学
生
が
こ

う
し
た
視
点
を
持
っ
て
い
れ
ば
、
就
職
活
動
の
際
に
も
名
前
や
規

模
だ
け
で
企
業
を
選
ぶ
こ
と
も
な
く
な
る
だ
ろ
う
。
学
生
が
自
分

の
力
を
信
じ
、
こ
れ
か
ら
の
日
本
を
担
う
覚
悟
を
持
っ
て
社
会
に

出
て
行
く
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
導
く
の
が
キ
ャ
リ
ア
教
育
だ
。

就
職
対
策
＝
キ
ャ
リ
ア
教
育
で
は
な
い
。�
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は
じ
め
に

　

学
生
が
落
ち
着
い
て
学
修
す
る
時
間
を
確
保
す
る
た
め
に
、
日

本
経
済
団
体
連
合
会
（
以
後
、
経
団
連
）
が
、
２
０
１
５
年
度
卒

業・

修
了
予
定
者
の
採
用
選
考
活
動
開
始
日
を
８
月
１
日
に
改
定

し
た
こ
と
に
つ
い
て
、
い
ろ
い
ろ
問
題
が
あ
る
と
の
意
見
が
出
さ

れ
た
。
こ
れ
に
対
し
て
経
団
連
が
迅
速
に
行
動
し
、
２
０
１
６
年

度
卒
業・

修
了
予
定
者
の
採
用
選
考
活
動
開
始
日
を
６
月
１
日
に

早
め
た
こ
と
は
、
適
切
な
判
断
で
あ
る
。
し
か
し
、
日
本
の
大
学

教
育
や
企
業
の
採
用
活
動
に
関
し
て
い
く
つ
か
改
善
す
べ
き
点
が

あ
る
の
で
、
今
後
の
就
職
活
動
の
進
め
方
に
関
し
て
、
日
頃
考
え

て
い
る
こ
と
を
述
べ
た
い
。

１　
大
学
教
育
の
課
題

　

企
業
が
大
学
生
を
採
用
す
る
際
に
は
、
ど
こ
の
大
学
を
卒
業
す

る
と
か
、
大
学
の
成
績
は
ど
う
か
と
い
う
こ
と
は
あ
ま
り
重
視
せ

ず
、
ほ
と
ん
ど
の
企
業
は
面
接
の
結
果
で
学
生
の
採
用
を
決
め
て

い
る
。
面
接
に
お
い
て
は
、
学
生
の
熱
意
、
行
動
力
、
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
、
協
調
性
、
課
題
発
見
能
力
、
課
題
解
決
能
力
、

論
理
的
思
考
力
な
ど
を
見
て
い
る
。
も
ち
ろ
ん
、
基
礎
的
な
学
力
、

人
間
性
、
語
学
力
な
ど
も
判
断
の
要
素
と
な
っ
て
い
る
。
た
だ
し
、

研
究・

開
発
に
従
事
す
る
理
工
系
の
学
生
の
採
用
に
関
し
て
は
、

大
学
名
、
専
門
分
野
や
成
績
な
ど
、
大
学
教
育
の
成
果
が
重
視
さ

れ
て
い
る
例
も
あ
る
。

　

多
く
の
企
業
は
学
生
の
潜
在
能
力
と
人
間
性
を
重
視
し
て
採
用

を
行
っ
て
い
る
た
め
、
大
学
教
育
の
成
果
が
ほ
と
ん
ど
問
わ
れ
な

い
こ
と
に
な
り
、
で
き
る
だ
け
早
く
採
用
活
動
を
始
め
て
優
秀
な

学
生
を
確
保
し
よ
う
と
い
う
こ
と
に
な
っ
て
し
ま
っ
て
い
る
。
大

特
集

そ
れ
ぞ
れ
の
大
学・

立
場
か
ら
考
え
る
〝
大
学
に
お
け
る
キ
ャ
リ
ア
教
育
（
支
援
）〟
と
は

就
職
活
動
―
大
学
と
企
業
の
接
続
問
題

北
城 

恪
太
郎
●
国
際
基
督
教
大
学
理
事
長
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学
が
学
生
に
し
っ
か
り
と
基
礎
学
力
を
身
に
付
け
さ
せ
、
深
い
教

養
と
十
分
な
語
学
力
が
あ
り
、
自
ら
考
え
、
発
言
し
、
行
動
し
、

イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
に
挑
戦
す
る
よ
う
な
学
生
を
育
て
る
の
で
あ
れ

ば
、
企
業
は
も
っ
と
大
学
教
育
の
成
果
を
採
用
活
動
に
利
用
で
き

る
こ
と
に
な
る
。

　

学
生
が
大
学
を
卒
業
し
て
就
職
す
る
際
に
、
企
業
は
人
物
本
位

で
面
接
を
重
視
し
て
採
用
を
行
っ
て
い
る
が
、
大
学
へ
の
入
学
に

関
し
て
は
、
多
く
の
大
学
が
試
験
科
目
の
成
績
を
中
心
と
し
た
学

力
で
入
学
者
を
選
抜
し
て
い
る
。
い
わ
ゆ
る
正
解
が
あ
る
問
題
に

対
し
て
早
く
答
え
を
出
せ
る
者
を
優
秀
な
学
生
と
し
て
入
学
さ
せ

て
い
る
が
、こ
う
し
た
選
抜
の
結
果
は
、社
会
に
出
た
時
に
活
躍
す

る
か
否
か
と
は
あ
ま
り
関
係
が
な
い
。
社
会
に
出
る
と
、何
が
課
題

で
あ
る
か
を
自
ら
考
え
、
な
か
な
か
正
解
が
分
か
ら
な
い
問
題
を

解
決
す
る
た
め
に
努
力
し
、
成
果
を
出
す
人
材
が
求
め
ら
れ
て
い

る
。
す
な
わ
ち
、
日
本
の
大
学
で
は
、
入
学
時
点
で
求
め
る
資
質

と
就
職
す
る
際
に
必
要
と
な
る
資
質
に
ミ
ス
マ
ッ
チ
が
起
き
て
い

る
こ
と
に
な
る
。
大
学
入
学
者
の
選
抜
に
関
し
て
は
、
高
校
と
大

学
の
接
続
問
題
と
し
て
中
央
教
育
審
議
会
で
審
議
さ
れ
て
い
る
が
、

個
別
の
大
学
が
行
う
試
験
の
成
績
上
位
者
か
ら
入
学
者
を
選
ぶ
仕

組
み
か
ら
、
学
生
の
多
面
的
な
能
力
、
資
質
を
評
価
し
て
入
学
者

を
丁
寧
に
選
抜
す
る
仕
組
み
へ
の
転
換
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

　

日
本
の
私
立
大
学
の
入
学
試
験
は
、
文
系
と
理
系
に
分
か
れ
て

い
る
例
が
多
く
、
有
力
な
私
立
大
学
の
文
系
の
試
験
科
目
は
３
教

科
で
、
国
語
、
外
国
語
に
加
え
て
地
歴
、
公
民
、
数
学
の
中
か
ら

１
教
科
を
選
択
す
れ
ば
よ
い
と
い
っ
た
例
が
あ
る
。
例
え
ば
、
公

民
、
数
学
を
選
択
し
な
い
の
で
あ
れ
ば
、
国
語
、
外
国
語
、
地
歴

の
３
教
科
を
集
中
し
て
勉
強
す
れ
ば
大
学
入
試
に
受
か
る
と
い
う

こ
と
に
な
る
。
高
校
時
代
に
幅
広
い
分
野
を
必
修
科
目
と
し
て
教

え
て
も
、
進
学
を
目
指
し
て
３
教
科
だ
け
を
集
中
し
て
学
び
、
そ

の
点
数
が
高
け
れ
ば
優
秀
な
学
生
と
し
て
入
学
を
認
め
て
い
て
は
、

片
寄
っ
た
学
生
を
育
て
て
し
ま
う
こ
と
に
な
る
。
社
会
に
出
て
営

業
部
門
で
働
く
社
員
に
も
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
の
知
識
は
重
要
で
あ

る
し
、
そ
の
基
礎
に
な
る
確
率
、
統
計
な
ど
は
学
生
時
代
に
学
ん

で
お
い
て
ほ
し
い
。
ま
た
理
工
系
の
試
験
は
、
数
学
、
理
科
、
外

国
語
の
３
教
科
で
行
わ
れ
て
い
る
例
が
多
い
が
、
地
歴
、
公
民
な

ど
の
知
識
も
バ
ラ
ン
ス
の
取
れ
た
人
間
形
成
に
は
必
要
で
あ
る
。

　

さ
ら
に
、
日
本
の
大
学
生
は
、
米
国
の
大
学
生
と
比
較
し
て
勉

強
し
て
い
な
い
と
の
調
査
結
果
が
あ
る
。
デ
ー
タ
は
少
し
古
い
が
、

２
０
０
７
年
の
全
国
大
学
生
調
査
に
よ
れ
ば
、
大
学
１
年
生
が
１

週
間
あ
た
り
授
業
に
関
連
し
て
学
修
し
て
い
る
時
間
は
、
日
本
で

は
、
０
時
間
が
９・

７
％
、
１
～
５
時
間
が
57・

１
％
、
11
時
間

以
上
は
14・
８
％
で
あ
る
。
ア
メ
リ
カ
で
は
０
時
間
が
０・

３
％
、
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１
～
５
時
間
が
15・

３
％
で
、
11
時
間
以
上
が
58・

４
％
で
あ
る

（
出
典
：
東
京
大
学
大
学
経
営・

政
策
研
究
セ
ン
タ
ー
）。
米
国
で

は
、
毎
週
、
授
業
時
間
以
外
に
11
時
間
以
上
学
修
す
る
学
生
が
過

半
数
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
日
本
で
は
毎
週
５
時
間
以
下
が

過
半
数
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
日
本
の
学
生
が
怠
け
て
い
る
と
い
う

よ
り
、
大
学
の
教
育
の
シ
ス
テ
ム
が
学
生
に
十
分
学
修
さ
せ
て
い

な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
20
歳
前
後
の
若
い
時
期
に
、
も
っ
と

勉
強
さ
せ
る
よ
う
な
大
学
教
育
の
改
革
が
必
要
で
あ
る
。

　

ま
た
、
各
大
学
で
は
キ
ャ
リ
ア
教
育
と
し
て
、
社
会
人
講
師
に

よ
る
企
業
で
の
仕
事
に
対
す
る
取
り
組
み
姿
勢
で
あ
る
と
か
、
各

業
種
の
仕
事
内
容
の
紹
介
が
行
わ
れ
て
お
り
、
面
接
を
受
け
る
際

の
指
導
も
行
わ
れ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
し
か
し
、
最
も
大
切
な

こ
と
は
、
各
学
生
に
、
ど
の
よ
う
な
業
種
で
ど
の
よ
う
な
職
種
に

就
く
こ
と
が
、
自
分
の
能
力
を
最
も
生
か
し
て
社
会
に
貢
献
す
る

こ
と
が
で
き
る
か
を
考
え
さ
せ
る
こ
と
で
あ
る
。
就
職
活
動
に
お

い
て
は
、
有
力
な
大
企
業
に
何
万
人
も
の
学
生
が
応
募
す
る
例
が

あ
る
と
聞
く
が
、
そ
の
よ
う
な
会
社
に
就
職
で
き
る
こ
と
は
極
め

て
難
し
い
。
ま
し
て
、
業
種
や
職
種
に
関
係
な
く
有
名
な
企
業
で

あ
る
か
ら
と
い
っ
て
多
く
の
会
社
を
受
け
て
も
、
結
局
は
ど
こ
の

会
社
に
も
就
職
で
き
ず
、
自
信
を
無
く
す
だ
け
の
こ
と
も
あ
る
。

た
と
え
有
名
な
企
業
に
就
職
で
き
た
と
し
て
も
、
そ
こ
が
30
年
、

40
年
先
ま
で
健
全
な
会
社
で
い
る
か
は
分
か
ら
な
い
。
ま
た
、
会

社
は
健
全
で
あ
っ
て
も
、
ほ
と
ん
ど
の
会
社
は
社
員
の
業
績
を
評

価
し
て
昇
進
、
昇
給
を
決
め
て
い
る
の
で
、
か
つ
て
の
よ
う
に
年

功
序
列
で
昇
進
す
る
わ
け
で
も
な
く
、
将
来
の
生
活
が
約
束
さ
れ

て
い
る
わ
け
で
も
な
い
。
有
名
な
企
業
を
目
指
し
て
就
職
試
験
を

受
け
続
け
る
の
で
は
な
く
、
将
来
発
展
の
可
能
性
の
あ
る
中
小
企

業
や
ベ
ン
チ
ャ
ー
企
業
に
就
職
し
て
、
自
分
の
努
力
と
成
果
に
よ
っ

て
会
社
の
発
展
に
貢
献
す
る
こ
と
で
人
生
に
生
き
甲
斐
を
感
じ
る

こ
と
も
あ
る
で
あ
ろ
う
。

　

ま
た
、
自
分
の
望
む
企
業
に
就
職
で
き
な
い
か
ら
と
い
っ
て
、

パ
ー
ト
タ
イ
ム
な
ど
の
非
正
規
の
仕
事
に
就
く
べ
き
で
は
な
い
。

一
度
非
正
規
社
員
に
な
っ
て
し
ま
う
と
、
仕
事
を
通
し
て
経
験
を

積
み
重
ね
る
機
会
が
少
な
く
な
っ
て
し
ま
い
、
有
力
な
企
業
に
再

就
職
す
る
こ
と
も
困
難
に
な
る
。ま
ず
は
、中
小
企
業
や
ベ
ン
チ
ャ
ー

企
業
で
あ
っ
て
も
正
社
員
と
し
て
就
職
し
、
少
な
く
と
も
３
年
間

は
同
じ
会
社
で
努
力
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
こ
と
を
、
大
学
は

学
生
に
伝
え
る
べ
き
で
あ
る
。
現
在
、
社
会
で
活
躍
し
て
い
る
大

人
も
、
必
ず
し
も
希
望
す
る
会
社
に
入
っ
た
わ
け
で
は
な
く
、
た

ま
た
ま
就
職
し
た
会
社
で
努
力
し
て
成
功
し
た
人
も
多
い
と
思
う
。

　

米
国
の
ア
ッ
プ
ル
社
を
創
業
し
た
ス
テ
ィ
ー
ブ・

ジ
ョ
ブ
ズ
は
、

テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
と
リ
ベ
ラ
ル
ア
ー
ツ
の
結
合
が
新
し
い
価
値
を
作
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り
出
す
と
言
っ
て
い
た
。
科
学
技
術
が
進
ん
だ
現
代
で
あ
る
か
ら

こ
そ
、
単
に
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
を
追
求
す
る
だ
け
で
な
く
、
自
然
科

学
、
社
会
科
学
、
人
文
科
学
を
幅
広
く
学
ん
だ
上
で
専
門
を
決
め
、

そ
の
後
も
幅
広
く
学
び
続
け
て
多
分
野
を
統
合
す
る
力
を
身
に
付

け
る
リ
ベ
ラ
ル
ア
ー
ツ
と
い
う
教
育
体
系
の
下
に
学
ぶ
人
材
を
育

て
る
必
要
が
あ
る
。

　

国
際
基
督
教
大
学
（
以
後
、
Ｉ
Ｃ
Ｕ
）
は
、
創
立
以
来
、
米
国

の
ア
マ
ー
ス
ト
大
学
や
ウ
ィ
リ
ア
ム
ズ
大
学
同
様
、
リ
ベ
ラ
ル
ア
ー

ツ
を
指
向
し
て
き
た
。
ハ
ー
バ
ー
ド
や
エ
ー
ル
の
よ
う
な
総
合
大

学
で
も
、
学
部
に
お
い
て
は
こ
の
種
の
教
育
が
行
わ
れ
て
い
る
。

Ｉ
Ｃ
Ｕ
で
は
入
学
時
点
で
、
文
系
、
理
系
を
問
わ
ず
、
新
入
生
は

全
て
教
養
学
部
と
い
う
１
学
部
に
入
学
す
る
、
そ
し
て
、
１・

２

年
生
の
時
に
自
然
科
学
、
社
会
科
学
、
人
文
科
学
の
幅
広
い
分
野

を
学
ぶ
と
と
も
に
、
日
本
の
高
校
で
教
育
を
受
け
た
学
生
は
英
語

を
、
外
国
の
教
育
制
度
で
学
ん
だ
者
は
日
本
語
を
徹
底
し
て
学
び
、

少
な
く
と
も
日
本
語
と
英
語
の
２
カ
国
語
を
使
え
る
バ
イ
リ
ン
ガ

ル
教
育
を
受
け
る
。
教
員
の
３
分
の
１
以
上
が
外
国
籍
で
あ
り
、

留
学
生
も
多
い
た
め
に
、
卒
業
生
の
多
く
は
グ
ロ
ー
バ
ル
に
活
躍

し
て
い
る
。
授
業
の
多
く
は
少
人
数・

対
話
型
で
行
わ
れ
、
単
に

知
識
を
吸
収
す
る
の
で
は
な
く
、
何
が
正
し
い
か
を
批
判
的
に
考

え
、
自
ら
学
び
、
発
言
す
る
教
育
を
行
っ
て
い
る
。
何
が
正
解
か

分
か
ら
な
い
現
代
社
会
に
お
い
て
、
自
ら
学
修
し
、
行
動
し
、
答

え
を
作
り
出
せ
る
人
材
を
育
て
て
お
り
、
卒
業
生
の
多
く
が
、
ビ

ジ
ネ
ス
の
世
界
だ
け
で
な
く
、
国
際
機
関
や
教
育・

マ
ス
コ
ミ・

芸
術
な
ど
多
方
面
で
活
動
し
て
い
る
。
日
本
に
お
い
て
も
、
就
職

に
有
利
だ
と
い
う
理
由
で
専
門
分
野
を
学
ぶ
の
で
は
な
く
、
リ
ベ

ラ
ル
ア
ー
ツ
と
い
わ
れ
る
全
人
格
教
育
へ
の
関
心
が
広
が
る
こ
と

を
期
待
し
て
い
る
。

２　
企
業
の
課
題

　

日
本
企
業
の
多
く
は
、
毎
年
、
一
括
し
て
新
卒
者
を
採
用
し
、

企
業
内
で
育
成
し
て
、
あ
る
程
度
安
定
し
た
雇
用
の
下
に
定
年
ま

で
働
く
仕
組
み
を
採
っ
て
い
る
。
こ
れ
は
、
正
社
員
の
雇
用
を
守

り
、
企
業
内
に
ノ
ウ
ハ
ウ
が
蓄
積
さ
れ
、
愛
社
精
神
の
高
い
社
員

が
努
力
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
会
社
が
発
展
す
る
と
い
う
よ
い
仕
組

み
で
あ
る
。
ま
た
、
定
年
制
度
に
よ
っ
て
新
卒
の
一
括
採
用
が
可

能
と
な
り
、
若
年
者
の
失
業
率
を
低
く
し
て
い
る
面
も
あ
る
。
最

近
は
転
職
す
る
社
員
も
多
く
な
り
、
中
途
採
用
に
関
し
て
は
通
年

採
用
を
行
っ
て
い
る
会
社
も
多
い
が
、
人
々
の
価
値
観
は
保
守
的

で
労
働
慣
行
は
急
に
は
変
わ
ら
な
い
と
思
う
の
で
、
今
後
も
新
卒

の
一
括
採
用
は
続
く
こ
と
に
な
る
で
あ
ろ
う
。

　

経
団
連
に
加
盟
す
る
企
業
が
選
考
活
動
の
開
始
日
を
８
月
１
日
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に
し
た
こ
と
に
よ
っ
て
就
職
活
動
が
長
期
化
し
た
と
か
、
早
め
に

内
定
を
出
し
た
企
業
が
学
生
に
就
職
活
動
を
終
わ
ら
せ
る
よ
う
圧

力
を
か
け
た
り
、
研
修
と
称
し
て
学
生
を
拘
束
し
、
学
業
に
支
障

が
出
た
例
も
報
告
さ
れ
て
い
る
。
早
く
内
定
を
出
し
て
も
、
企
業

に
魅
力
が
無
け
れ
ば
、
学
生
は
他
の
企
業
へ
内
定
を
切
り
換
え
る

こ
と
に
な
る
。
企
業
は
、
就
職
活
動
を
終
わ
ら
せ
る
た
め
の
圧
力

を
か
け
た
り
、
学
生
の
就
職
活
動
を
阻
害
す
る
活
動
は
止
め
る
べ

き
で
あ
る
。
ま
た
、
選
考
活
動
開
始
日
の
６
月
１
日
に
集
中
し
て

試
験・

面
接
を
行
う
の
で
は
な
く
、
６
月
か
ら
７
月
に
か
け
て
複

数
回
の
試
験・

面
接
を
行
え
ば
、
学
生
の
会
社
選
択
の
自
由
度
も

増
す
で
あ
ろ
う
。

　

さ
ら
に
、
大
卒
で
就
職
し
た
学
生
の
３
割
強
が
、
最
初
に
就
職

し
た
企
業
を
３
年
以
内
に
退
職
し
て
い
る
。
い
ろ
い
ろ
な
理
由
が

あ
る
と
思
う
が
、
限
ら
れ
た
時
間
の
就
職
活
動
の
中
で
、
学
生
が

仕
事
の
内
容
や
企
業
の
実
情
を
よ
く
理
解
せ
ず
に
就
職
す
る
こ
と

も
大
き
な
原
因
だ
と
思
う
。
各
大
学
が
、
キ
ャ
リ
ア
教
育
の
一
環

と
し
て
、
卒
業
生
な
ど
が
仕
事
に
つ
い
て
紹
介
す
る
機
会
を
作
っ

て
い
る
こ
と
は
有
益
で
あ
る
が
、
学
生
が
企
業
で
働
く
と
は
ど
う

い
う
こ
と
な
の
か
を
理
解
す
る
よ
い
方
法
は
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ

で
あ
る
。
一
定
期
間
、
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
を
経
験
し
た
後
に
、

当
該
企
業
に
就
職
し
た
新
入
社
員
の
定
着
率
は
未
経
験
の
社
員
に

比
べ
て
高
い
と
い
う
情
報
は
持
っ
て
い
な
い
。
し
か
し
、
イ
ン
タ
ー

ン
シ
ッ
プ
を
就
職
活
動
と
連
動
さ
せ
な
い
と
す
る
現
在
の
指
針
を

変
え
て
、
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
を
積
極
的
に
活
用
す
る
こ
と
に
よ

り
、
学
生
も
仕
事
の
内
容
や
企
業
の
実
情
を
理
解
し
て
就
職
す
る

こ
と
が
で
き
る
し
、
企
業
も
短
時
間
の
面
接
に
よ
る
評
価
よ
り
も

学
生
を
適
正
に
判
断
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
思
う
。
多
く
の
学
生

を
イ
ン
タ
ー
ン
と
し
て
受
け
入
れ
る
こ
と
は
企
業
に
と
っ
て
負
担

と
な
る
も
の
の
、
採
用
し
た
学
生
が
短
期
間
で
退
職
す
る
こ
と
を

防
ぐ
た
め
に
は
必
要
な
投
資
だ
と
考
え
る
。
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ

の
実
施
は
就
職
活
動
の
直
前
に
集
中
さ
せ
る
こ
と
な
く
、
３
年
生

の
夏
休
み
期
間
を
含
め
て
、
年
間
を
通
し
て
実
施
す
る
こ
と
が
望

ま
れ
る
。
た
だ
し
、
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
を
受
け
ら
れ
な
か
っ
た

学
生
に
対
し
て
も
、
就
職
の
機
会
を
残
し
て
お
く
必
要
が
あ
る
。

ま
た
、
１
日
だ
け
の
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
を
面
接
の
代
替
と
し
て

い
る
例
が
あ
る
と
聞
く
が
、
仕
事
の
内
容
を
理
解
す
る
に
は
、
少

な
く
と
も
一
週
間
程
度
の
時
間
が
必
要
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
イ
ン

タ
ー
ン
シ
ッ
プ
を
賃
金
の
安
い
労
働
力
と
し
て
利
用
し
よ
う
と
す

る
企
業
が
現
れ
る
可
能
性
も
あ
る
が
、
そ
の
よ
う
な
企
業
は
自
ず

と
淘
汰
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
。

３　
望
ま
し
い
採
用
活
動
の
時
期
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就
職
先
が
早
く
決
ま
り
、
学
生
が
落
ち
着
い
て
入
社
後
の
こ
と

も
考
え
て
、
し
っ
か
り
学
修
す
る
の
で
あ
れ
ば
、
３
年
生
の
時
点

で
就
職
先
が
決
ま
る
こ
と
は
悪
い
こ
と
で
は
な
い
。
し
か
し
、
現

実
に
は
学
生
が
安
心
し
て
遊
ん
で
し
ま
っ
た
り
、
卒
業
で
き
な
い

こ
と
が
起
き
る
可
能
性
が
あ
り
、
企
業
に
と
っ
て
も
あ
ま
り
早
く

内
定
を
出
す
こ
と
は
リ
ス
ク
で
あ
る
。

　

日
本
の
多
く
の
大
学
の
学
修
期
間
を
考
慮
す
れ
ば
、
３
年
生
の

春
休
み
期
間
で
あ
る
３
月
１
日
か
ら
企
業
が
選
考
活
動
を
開
始
す

れ
ば
、
大
学
教
育
を
阻
害
せ
ず
に
採
用
活
動
を
行
う
こ
と
が
で
き

る
で
あ
ろ
う
。
選
考
活
動
の
開
始
が
４
月
あ
る
い
は
６
月
で
は
、

た
と
え
土・

日
曜
日
や
夕
方
以
降
の
試
験・
面
接
で
あ
っ
て
も
、

就
職
活
動
の
た
め
に
授
業
時
間
以
外
の
勉
強
や
卒
業
研
究
に
支
障

が
出
る
こ
と
と
な
り
、
平
日
の
昼
間
ほ
ど
で
は
な
い
も
の
の
、
大

学
教
育
に
と
っ
て
好
ま
し
い
こ
と
で
は
な
い
。
ま
た
、
遠
隔
地
か

ら
試
験・

面
接
を
受
け
る
学
生
へ
の
配
慮
も
必
要
に
な
る
。

　

一
方
、
３
月
に
選
考
活
動
を
開
始
す
る
と
、
留
学
し
て
い
た
学

生
に
と
っ
て
就
職
活
動
が
で
き
な
い
と
い
う
問
題
が
発
生
す
る
こ

と
、
お
よ
び
企
業
に
よ
っ
て
は
３
月
か
ら
始
ま
る
複
数
回
の
選
考

活
動
で
必
要
な
学
生
数
を
確
保
で
き
な
い
可
能
性
も
あ
る
の
で
、

で
き
る
だ
け
多
く
の
企
業
に
、
８
月
か
ら
始
ま
る
複
数
回
の
選
考

活
動
を
行
う
こ
と
を
求
め
た
い
。
す
な
わ
ち
、
大
手
企
業
は
、
一

括
採
用
と
い
っ
て
も
、
３
年
生
の
３
月
と
４
年
生
の
８
月
に
始
ま

る
少
な
く
と
も
２
つ
の
期
間
で
複
数
回
の
採
用
活
動
を
行
う
こ
と

を
提
案
し
た
い
。
こ
れ
で
あ
れ
ば
、
大
学
の
教
育・

研
究
活
動
を

あ
ま
り
阻
害
せ
ず
に
就
職
活
動
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
と
思
う
。

将
来
的
に
は
、
新
卒
の
採
用
に
関
し
て
も
中
途
採
用
と
同
様
に
通

年
採
用
に
な
る
こ
と
が
望
ま
し
い
。

結　
び

　

大
学
で
は
、
高
校
と
の
接
続
の
問
題
を
入
試
改
革
と
し
て
議
論

し
て
い
る
が
、
卒
業
す
る
学
生
に
と
っ
て
は
、
大
学
と
社
会
の
接

続
も
重
要
な
課
題
で
あ
る
。
大
学
は
学
問
を
修
め
る
所
で
あ
っ
て
、

企
業
に
役
立
つ
人
間
を
育
て
て
い
る
の
で
は
な
い
と
い
う
意
見
を

し
ば
し
ば
聞
く
が
、
大
学
あ
る
い
は
大
学
院
を
卒
業
し
て
働
く
学

生
の
８
割
は
企
業
で
働
い
て
お
り
、
自
営
業
を
含
め
れ
ば
９
割
の

卒
業
生
は
ビ
ジ
ネ
ス
の
世
界
で
働
く
こ
と
に
な
る
。
企
業
は
「
す

ぐ
に
役
立
つ
専
門
知
識
」
だ
け
を
求
め
て
い
る
の
で
は
な
い
こ
と

を
理
解
し
た
上
で
、
大
学
は
基
礎
学
力
、
教
養
、
語
学
力
を
身
に

付
け
、
自
ら
学
び
、
発
言
し
、
成
果
を
出
す
行
動
力
を
持
ち
、
未

知
の
困
難
な
問
題
に
も
挑
戦
す
る
勇
気
を
持
っ
た
学
生
を
育
て
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
う
し
た
学
生
が
、
未
来
を
構
築
す
る
人
材

に
な
る
と
思
っ
て
い
る
。�
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ノ
ー
ト
ル
ダ
ム
清
心
女
子
大
学
は
、
65
年
に
わ
た
る
岡
山
で
の

女
子
教
育
の
中
で
、
キ
リ
ス
ト
教
精
神
を
基
盤
と
し
た
リ
ベ
ラ
ル・

ア
ー
ツ・

カ
レ
ッ
ジ
と
し
て
、
広
い
教
養
と
豊
か
な
人
間
性
の
上

に
立
っ
て
、
自
ら
考
え
、
判
断
し
、
そ
の
判
断
に
責
任
を
持
つ
こ

と
の
で
き
る
自
立
し
た
女
性
の
育
成
を
目
指
し
て
き
た
。

　

本
学
で
は
、
こ
の
２
年
間
、
卒
業
生
の
就
職
決
定
率
（
実
就
職

率
）
が
95
％
を
超
え
て
高
い
水
準
を
保
ち
、
管
理
栄
養
士
の
合
格

率
も
１
０
０
％
（
合
格
者
75
名
）、
教
職・

保
育
職
の
採
用
実
績

も
、
既
卒
者
を
含
め
て
小
学
校・

特
別
支
援
学
校
教
諭
57
名
、
中

学
校
教
諭
27
名
、
高
等
学
校
教
諭
５
名
、
幼
稚
園
教
諭・

保
育
士

43
名
（
い
ず
れ
も
２
０
１
４
年
度
）
で
あ
っ
て
、
こ
の
面
で
も
高

い
実
績
を
示
し
て
い
る
。

　

私
は
、
こ
の
よ
う
な
就
職
実
績
の
高
さ
は
、
本
学
の
リ
ベ
ラ
ル・

ア
ー
ツ
教
育
の
結
果
と
し
て
、
そ
の
延
長
上
に
生
み
出
さ
れ
た
も

の
で
あ
る
と
思
っ
て
い
る
。
本
学
が
一
人
一
人
の
卒
業
生
に
伝
え

た
い
の
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
専
門
知
識
や
免
許・

資
格
を
生
か
す
と

と
も
に
、
一
人
の
女
性
と
し
て
「
い
か
に
生
き
、
人
に
貢
献
す
る

か
」
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
学
生
一
人
一
人
が
客
観
的
な
深
い
洞

察
力
を
持
っ
て
、
実
利
主
義
の
価
値
観
で
は
力
を
発
揮
で
き
な
い

と
思
っ
て
い
る
「
声
な
き
人
の
苦
し
み
」
に
寄
り
添
う
。
そ
の
よ

う
な
深
い
客
観
性
と
や
さ
し
さ
、
勁
さ
を
併
せ
持
っ
た
女
性
と
し

て
自
立
し
て
欲
し
い
。

　

そ
の
た
め
に
は
、
高
い
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
と
、
周
囲

の
人
々
と
協
調
し
、
時
に
は
自
身
が
裏
方
に
ま
わ
っ
て
支
え
、
チ
ー

ム
全
体
が
輝
く
よ
う
に
振
る
舞
う
こ
と
も
で
き
る
よ
う
な
、
コ
ラ

ボ
レ
ー
ト
す
る
力
が
必
要
で
あ
る
。
本
学
が
キ
リ
ス
ト
教
精
神
に

基
づ
く
教
育
理
念
と
し
て
掲
げ
る
「
真・

善・

美
」
の
追
求
と
は
、

人
々
と
の
関
わ
り
の
中
で
、
一
人
一
人
が
周
囲
の
者
の
中
に
あ
る

特
集

そ
れ
ぞ
れ
の
大
学・

立
場
か
ら
考
え
る
〝
大
学
に
お
け
る
キ
ャ
リ
ア
教
育
（
支
援
）〟
と
は

大
学
に
お
け
る
キ
ャ
リ
ア
教
育
と
は

―
リ
ベ
ラ
ル・

ア
ー
ツ
の
立
場
か
ら

髙
木 

孝
子
●
ノ
ー
ト
ル
ダ
ム
清
心
女
子
大
学
学
長
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真
な
る
も
の
、
善
な
る
も
の
、
美
な
る
も
の
を
見
い
だ
し
、
人
々

と
共
に
そ
れ
を
育
て
上
げ
て
い
く
こ
と
に
ほ
か
な
ら
な
い
。

　

本
学
は
、
２
０
０
９
年
度
か
ら
文
部
科
学
省
学
生
支
援
Ｇ
Ｐ
「
大

学
教
育・
学
生
支
援
推
進
事
業
〔
テ
ー
マ
Ｂ
〕
学
生
支
援
推
進
プ

ロ
グ
ラ
ム
」
の
中
で
「
こ
こ
ろ
を
つ
な
ぐ
学
生
支
援

─
社
会
の

要
請
に
応
え
る
就
職
支
援
を
中
心
に
」
に
取
り
組
み
、
本
学
キ
ャ

リ
ア
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
、
学
生
支
援
室
、
教
職
支
援
セ
ン
タ
ー

を
中
心
に
、
就
職
活
動
を
行
っ
て
い
る
学
生
に
心
理
面
で
の
ケ
ア

も
含
め
た
き
め
細
か
な
支
援
活
動
を
実
施
し
た
。

　

ま
た
、
２
０
１
２
年
度
文
部
科
学
省
「
産
業
界
の
ニ
ー
ズ
に
対

応
し
た
教
育
改
善・

充
実
体
制
整
備
事
業
」
で
は
18
大
学
と
連
携

し
て
中・

四
国
地
域
人
材
育
成
事
業
に
取
り
組
み
、「
保
育
職・

教

職
の
た
め
の
産
官
学
連
携
に
よ
る
Ｃ
Ｃ
Ｐ
Ｍ
力
の
育
成
」
を
行
っ

た
。
こ
れ
は
、
地
域
の
学
校
や
園
の
協
力
を
得
て
、
保
育
職・

教

職
を
志
望
す
る
学
生
に
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
体
験
の
機
会
を
設
け
、

同
時
に
、
教
育
現
場
で
働
く
力
の
も
と
と
な
る
Ｃ
Ｃ
Ｐ
Ｍ
力
（
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
力
、
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
力
、
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー

シ
ョ
ン
力
、
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
力
）
の
向
上
を
図
る
取
り
組
み
で
あ
っ

た
。
同
時
に
、
教
育
現
場
で
の
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
活
動
と
そ
の

振
り
返
り
、
個
別
の
カ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス
や
合
同
の
カ
ン
フ
ァ
レ
ン

ス
を
通
じ
て
、
子
ど
も
た
ち
と
接
す
る
教
育
活
動
の
意
味
に
つ
い

て
個
々
の
学
生
が
深
く
自
覚
し
、
よ
り
良
い
教
育
者
と
し
て
育
つ

こ
と
を
求
め
る
活
動
で
も
あ
る
。

　

こ
れ
ら
の
取
り
組
み
を
通
し
て
、
一
人
一
人
の
学
生
の
中
に
自

ら
が
目
指
す
職
域
に
関
す
る
職
業
観
が
涵
養
さ
れ
、
ま
た
、
こ
れ

ら
の
取
り
組
み
を
全
学
的
な
活
動
と
し
て
展
開
す
る
過
程
で
、
教

職
員
の
間
に
本
学
の
教
育
理
念
を
通
じ
た
キ
ャ
リ
ア
教
育
の
在
り

方
に
対
す
る
一
定
の
共
通
理
解
が
得
ら
れ
た
と
思
う
。
そ
れ
が
現

在
の
本
学
の
キ
ャ
リ
ア
教
育
シ
ス
テ
ム
の
中
に
生
か
さ
れ
て
お
り
、

最
近
整
備
さ
れ
た
自
立
力
育
成
科
目
群
は
、
現
代
社
会
に
対
す
る

広
い
視
野
を
養
う
科
目
、
キ
ャ
リ
ア
形
成
に
関
す
る
基
礎
的
な
視

角
を
培
う
科
目
、
お
よ
び
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
含
む
小
規
模
ゼ

ミ
や
課
題
解
決
型
の
授
業
な
ど
、
論
理
的
な
思
考
力
と
能
動
的
な

問
題
解
決
能
力
、
さ
ら
に
他
者
に
寄
り
添
う
こ
と
の
意
義
を
見
極

め
よ
う
と
す
る
科
目
構
成
と
な
っ
て
い
る
。

　

私
は
、
リ
ベ
ラ
ル・

ア
ー
ツ
教
育
は
豊
か
な
キ
ャ
リ
ア
教
育
で

あ
る
と
考
え
る
が
、
企
業
の
採
用
活
動
日
程
と
の
関
連
で
い
う
な

ら
ば
、
本
学
の
こ
の
よ
う
な
教
育
が
十
分
に
学
生
に
伝
わ
る
よ
う

な
採
用
日
程
が
必
要
で
あ
る
。
そ
の
具
体
案
は
示
し
得
な
い
が
、

よ
り
良
い
日
程
を
考
え
る
こ
と
は
、
よ
り
高
い
職
業
観
と
能
力
を

持
つ
人
材
を
得
る
こ
と
に
つ
な
が
る
と
考
え
て
い
る
。
大
学
教
育

は
、
そ
れ
だ
け
の
力
を
備
え
て
い
る
の
で
あ
る
。�
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立
命
館
大
学
は
、
１
学
年
７
０
０
０
名
を
超
え
る
総
合
大
学
で

あ
り
な
が
ら
、「
学
生
ひ
と
り
一
人
の
希
望
す
る
進
路
の
実
現
」
を

掲
げ
、
さ
ま
ざ
ま
な
進
路・

就
職
支
援
を
行
っ
て
い
る
。
キ
ャ
リ

ア
セ
ン
タ
ー
で
は
、
プ
レ
イ
ス
メ
ン
ト
サ
ー
ビ
ス
の
ほ
か
、
全
学

の
キ
ャ
リ
ア
教
育
を
推
進
す
る
キ
ャ
リ
ア
教
育
セ
ン
タ
ー
と
の
連

携
の
下
、
各
種
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
や
実
践
的
な
Ｐ
Ｂ
Ｌ
（Project 

Based Learning

：
課
題
解
決
型
学
習
）
の
開
発
や
運
用
を
行
っ

て
い
る
。
ま
た
、
大
学
に
お
け
る
学
び
を
「
キ
ャ
リ
ア
形
成
」
の

視
点
で
捉
え
つ
つ
、
学
生
の
進
路・

就
職
の
可
能
性
を
広
げ
る
た

め
に
、
社
会
（
企
業・

団
体・

卒
業
生
）
と
の
連
携
を
図
り
な
が

ら
有
機
的
な
キ
ャ
リ
ア
教
育・

支
援
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
展
開
し
て 

い
る
。

１　
立
命
館
大
学
に
お
け
る「
学
び
の
コ
ミ
ュニ
テ
ィ
」

　

こ
の
よ
う
な
本
学
の
キ
ャ
リ
ア
教
育・

支
援
の
取
り
組
み
の
特

徴
を
示
す
キ
ー
ワ
ー
ド
の
一
つ
は
、「
学
び
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
」
で

あ
る
。
学
部
在
学
生
の
近
畿
圏
外
出
身
比
率
が
44・

７
％
と
地
方

出
身
者
も
多
く
、
ま
た
世
界
各
国
か
ら
意
欲
的
な
留
学
生
も
多
く

受
け
入
れ
て
い
る
中
で１、
オ
リ
タ
ー
（
オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン・

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
）
ま
た
は
エ
ン
タ
ー
（
援
助
担
当
者
）
と
よ

ば
れ
る
学
生
ス
タ
ッ
フ
が
、
さ
ま
ざ
ま
な
ピ
ア・

サ
ポ
ー
ト
（
ス

チ
ュ
ー
デ
ン
ツ・

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
）
活
動
を
通
し
て
学
生
相
互
の

成
長
を
促
し
て
い
る
。
実
際
に
、
２
０
１
４
年
度
に
は
学
部
新
入

生
７
８
０
０
名
に
対
し
て
、
自
主
的
な
応
募
に
よ
る
オ
リ
タ
ー
、

エ
ン
タ
ー
約
８
０
０
名
が
登
録
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
新
入
生
９

名
に
対
し
て
１
名
と
い
う
高
率
で
先
輩
が
新
入
生
を
援
助
し
て
い

特
集

そ
れ
ぞ
れ
の
大
学・

立
場
か
ら
考
え
る
〝
大
学
に
お
け
る
キ
ャ
リ
ア
教
育
（
支
援
）〟
と
は

キ
ャ
リ
ア
教
育
と
ス
チ
ュ
ー
デ
ン
ツ・

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

―
立
命
館
大
学
の
取
り
組
み

前
田 

信
彦
●
立
命
館
大
学
産
業
社
会
学
部
教
授
、
キ
ャ
リ
ア
教
育
セ
ン
タ
ー
長
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る
と
い
う
こ
と
で
あ
り
、
本
学
に
お
け
る
ピ
ア・

サ
ポ
ー
ト
の
組

織
化
が
着
実
に
定
着
し
て
い
る
と
い
え
る
。
ピ
ア・

サ
ポ
ー
ト
活

動
は
４
月
の
新
入
生
ク
ラ
ス
懇
談
会
に
始
ま
り
、
履
修
相
談
、
基

礎
演
習
の
授
業
サ
ポ
ー
ト
、
進
路・

就
職
や
学
習
の
相
談
、
学
生

生
活
へ
の
ア
ド
バ
イ
ス
、
ク
ラ
ス
交
流
会
な
ど
、
学
生
が
相
互
に

学
び
あ
う
「
学
び
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
」
の
礎
と
な
っ
て
い
る２。

２　
キ
ャ
リ
ア
支
援
と

　
ス
チ
ュ
ー
デ
ン
ツ・
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

　

こ
の
よ
う
な
「
学
び
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
」
を
軸
と
す
る
ピ
ア・

サ
ポ
ー
ト
活
動
は
、
キ
ャ
リ
ア
教
育
や
進
路・
就
職
支
援
で
も
実

践
さ
れ
て
い
る
。
キ
ャ
リ
ア
支
援
に
お
け
る
ス
チ
ュ
ー
デ
ン
ツ・

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
（
図
表
１
）
は
本
学
キ
ャ
リ
ア
セ
ン
タ
ー
が
そ
の

組
織
化
を
担
当
し
、
３
回
生
の
各
ゼ
ミ
か
ら
選
出
さ
れ
る
Ｐ
Ｌ
（
プ

レ
イ
ス
メ
ン
ト・

リ
ー
ダ
ー
）
や
、
進
路
が
決
定
し
た
４
回
生
以

上
の
在
学
生
の
う
ち
、
後
輩
支
援
の
意
欲
が
特
に
高
い
Ｊ
Ａ
（
ジ
ュ

ニ
ア・

ア
ド
バ
イ
ザ
ー
）
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
、

３
０
０
０
名
以
上
の
幅
広
い
年
齢
層
、
多
様
な
業
界
で
活
躍
す
る

卒
業
生
が
Ｃ
Ａ
（
キ
ャ
リ
ア・

ア
ド
バ
イ
ザ
ー
）
と
し
て
登
録
し

て
お
り
、
こ
れ
ら
の
相
互
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
本
学
の
就
職
支
援

の
最
も
大
き
な
柱
と
な
っ
て
い
る
。

　

本
学
の
ス
チ
ュ
ー

デ
ン
ツ・

ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
の
中
で
も
、
キ
ャ

リ
ア
教
育
、
支
援
に

お
い
て
は
、
こ
の
Ｃ

Ａ
の
役
割
は
き
わ
め

て
大
き
い
。
中
央
省

庁
や
企
業
の
本
社
機

能
が
集
積
す
る
東
京

か
ら
地
理
的
に
離
れ

た
本
学
で
は
、
学
生

一
人
一
人
が
個
別
に

卒
業
生
に
会
え
る
機

会
は
制
限
さ
れ
る
。

そ
の
た
め
、
卒
業
生

に
Ｃ
Ａ
と
し
て
登
録

し
て
も
ら
い
、
大
学

（
キ
ャ
リ
ア
セ
ン

タ
ー
）
が
事
務
局
を

担
う
こ
と
に
よ
り
、

在
学
生
へ
の
情
報
提

CAJA

スチューデンツ・ネットワーク 在学生と卒業生がお互いに支えあい、成長していく立命館大学独自のネットワーク

プレイスメント・リーダー
各学部のゼミやサーク
ルから選ばれ、OBOG
グループ訪問や勉強会
などの自主企画を実施
します。

ジュニア・アドバイザー
就職内定者から選ばれ、自身の進路
選択や就職活動の体験に基づき、後
輩への助言、援助を行います。

キャリア・アドバイザー
OBOGの中で後輩の支援に熱心な
方が登録され、現役学生へのアドバ
イスや懇談会を行います。

PL
学生同士の相互刺激

文系・理系の学生

全国各地から集う学生

男女・年齢の異なる学生

様々な出身国・地域の学生

約200名

約3000名

先輩から後輩へ経験を伝える 後輩に教えることで受ける刺激

図表１　立命館大学のスチューデンツ・ネットワーク
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供
や
進
路・

就
職
支
援
企
画
の
運
営
に
積
極
的
に
関
わ
っ
て
い
る

点
が
大
き
な
特
徴
で
あ
る
。

　

本
学
の
最
新
の
調
査
に
よ
る
と３、
積
極
的
な
キ
ャ
リ
ア
支
援
を

行
っ
て
い
る
Ｃ
Ａ
の
う
ち
73・

７
％
が
１
０
０
０
名
以
上
の
大
企

業
に
在
籍
し
て
お
り
（
図
表
２
―
１
）、
年
齢
に
つ
い
て
は
、
中
堅

層
（
31
～
40
歳
）
が
全
体
の
半
数
以
上
を
占
め
る
一
方
で
、
ベ
テ

ラ
ン
層
（
41
歳
以
上
）
か
ら
も
今
後
の
Ｃ
Ａ
活
動
に
参
画
し
た
い

要
望
が
あ
っ
た
。
ま
た
、
役
職
の
ラ
ン
ク
も
主
任・

課
長・

部
長・

役
員
と
幅
広
い
傾
向
が
み
ら
れ
た
こ
と
か
ら
、
部
長・

役
員
ク
ラ

ス
を
含
む
ベ
テ
ラ
ン
層
Ｃ
Ａ
か
ら
の
支
援
も
可
能
で
あ
る
こ
と
が

判
明
し
た
。
さ
ら
に
図
表
２
―
２
に
み
ら
れ
る
よ
う
に
、
Ｃ
Ａ
の

勤
務
地
は
「
東
京
」
が
45・

９
％
と
半
数
近
く
を
占
め
て
お
り
、

在
学
生
が
Ｃ
Ａ
か
ら
の
支
援
を
介
し
て
首
都
圏
の
情
報
を
入
手
で

き
る
制
度
で
あ
る
こ
と
が
改
め
て
確
認
で
き
る
。

　

こ
の
よ
う
な
卒
業
生
の
キ
ャ
リ
ア
形
成
支
援
の
組
織
化
が
可
能

と
な
っ
て
い
る
理
由
は
、
先
に
述
べ
た
よ
う
に
、
も
と
も
と
正
課

の
授
業
の
中
で
上
回
生
に
よ
る
エ
ン
タ
ー
、
Ｐ
Ｌ
な
ど
の
ピ
ア・

サ
ポ
ー
ト
が
組
織
化
さ
れ
て
い
る
た
め
で
あ
る
。
学
生
時
代
の
ピ

ア・
サ
ポ
ー
ト
活
動
の
経
験
が
生
か
さ
れ
、
そ
れ
が
母
体
と
な
っ

て
、
卒
業
生
が
在
学
生
の
サ
ポ
ー
ト
を
す
る
意
欲
に
つ
な
が
っ
て

い
る
と
み
る
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う
。

（多賀谷ほか2014より引用し著者作成）

図表２－１　CA（キャリア・アドバイザー）の
企業規模　　　　　　

図表２－２　CA（キャリア・アドバイザー）の
勤務地　　　　　　　

~299名
14.3%

300~999名
11.9%

1,000~2,999名
15.6%

3,000~9,999名
24.4%

10,000名~
33.8% 東京

45.9%

大阪
17.8%

京都
7.0%

滋賀
2.0%

その他
27.3%
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ま
た
、
Ｃ
Ａ
に
よ
る
ピ
ア・

サ
ポ
ー
ト
の
教
育
効
果
が
必
ず
し

も
「
受
け
手
」
の
在
学
生
の
み
で
は
な
い
点
に
も
注
目
す
べ
き
で

あ
る
。
ピ
ア・

サ
ポ
ー
ト
活
動
を
通
し
て
、
在
学
生
の
み
な
ら
ず

Ｃ
Ａ
自
身
に
も
役
に
立
っ
て
い
る
か
ら
こ
そ
、
こ
の
仕
組
み
の
継

続
が
可
能
と
な
っ
て
い
る
。
卒
業
生
が
Ｃ
Ａ
と
し
て
活
動
す
る
意

義
に
つ
い
て
調
べ
た
デ
ー
タ
の
一
部
を
図
表
３
に
示
す４。

　

こ
れ
を
み
る
と
、
Ｃ
Ａ
制
度
に
つ
い
て
「
可
能
な
限
り
後
輩
支

援
を
続
け
た
い
（
70・

０
％
）」、「
後
輩
支
援
を
終
え
て
も
大
学
と

は
繋
が
っ
て
い
た
い
（
77・

８
％
）」
と
、
後
輩・

母
校
貢
献
意
欲

の
高
さ
が
鮮
明
に
な
る
と
と
も
に
、
Ｃ
Ａ
活
動
に
参
画
す
る
こ
と

が
「
後
輩
支
援
は
自
分
の
成
長
に
も
繋
が
る
（
78・

１
％
）」
と
い

う
実
態
が
見
受
け
ら
れ
る
。

　

こ
の
結
果
か
ら
も
わ
か
る
よ
う
に
、「
Ｃ
Ａ
の
役
割
が
自
分
の
成

長
に
プ
ラ
ス
」
と
実
感
す
る
割
合
が
高
く
、
卒
業
生
に
と
っ
て
も

在
学
生
の
指
導
に
大
き
な
メ
リ
ッ
ト
が
あ
る
こ
と
が
確
認
で
き
よ

う
。
在
学
生
と
卒
業
生
は
、
世
代
を
超
え
た
支
援
の
中
で
ピ
ア・

サ
ポ
ー
ト
関
係
が
構
築
さ
れ
て
お
り
、
両
者
に
と
っ
て
、
ま
た
大

学
に
と
っ
て
も
効
果
が
大
き
い
こ
と
が
本
学
の
「
学
び
の
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
」
の
特
色
で
も
あ
る
。

３　
グ
ロ
ー
バ
ル・

キ
ャ
リ
ア
教
育
の
展
開
と 

　
ス
チ
ュ
ー
デ
ン
ツ・

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

　

グ
ロ
ー
バ
ル・

キ
ャ
リ
ア
教
育
の
展
開
に
お
け
る
ス
チ
ュ
ー
デ

ン
ト・

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
活
用
は
、
課
題
が
多
い
も
の
の
、
い
く

つ
か
の
萌
芽
的
な
試
み
が
あ
る
。
例
え
ば
、
本
学
で
は
高
度
な
長

期
留
学
を
実
現
す
る
た
め
の
支
援
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
あ
る
「
グ
ロ
ー

バ
ル・

ゲ
ー
ト
ウ
ェ
イ
プ
ロ
グ
ラ
ム
（
Ｇ
Ｇ
Ｐ
）」
を
２
０
０
９
年

CA同士が互いに高めあう
企画を実施して欲しい
後輩支援は自分の成長
にも繋がる
後輩支援を終えても
大学とは繋がっていたい
可能な限り後輩支援を
続けたい
CA登録のメリットを
感じている

44.4

78.1

77.8

70.0

43.7

0 20 40 60 80 （%）100

図表３　CA（キャリア・アドバイザー）の意識
（多賀谷ほか2014より引用し著者作成）
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度
か
ら
実
施
し
て
い
る
が
、

そ
の
中
で
ス
チ
ュ
ー
デ
ン

ツ・

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
と
し

て
学
生
グ
ル
ー
プ
「
ま
い

る
」
が
組
織
化
さ
れ
、
ピ

ア・

サ
ポ
ー
ト
活
動
を
積

極
的
に
行
っ
て
い
る
。
留

学
先
の
学
習
を
ス
ム
ー
ズ

に
す
る
た
め
の
留
学
準
備

授
業
の
サ
ポ
ー
ト
の
み
な

ら
ず
、
留
学
か
ら
帰
国
し

た
後
の
学
習
支
援
や
卒
業

後
の
海
外
勤
務
、
キ
ャ
リ
ア
形
成
な
ど
へ
の
ア
ド
バ
イ
ス
が
、
留

学
経
験
の
あ
る
上
回
生
や
卒
業
生
に
よ
り
、
正
課
お
よ
び
正
課
外

教
育
の
中
で
行
わ
れ
て
い
る５。

　

ま
た
、
２
０
１
０
年
度
か
ら
始
ま
っ
た
「
グ
ロ
ー
バ
ル
人
材
養

成
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
で
は
、
留
学
生
と
日
本
人
学
生
が
、
企
業
か
ら

提
示
さ
れ
る
課
題
を
解
決
す
る
Ｐ
Ｂ
Ｌ
型
授
業
を
正
課
外
で
展
開

し
て
い
る
が
、
そ
こ
で
も
、
プ
ロ
グ
ラ
ム
修
了
生
た
ち
が
後
輩
で

あ
る
在
学
生
に
対
す
る
ピ
ア・

サ
ポ
ー
タ
ー
と
し
て
自
主
的
に
活

動
し
て
い
る
。

　

実
際
、
留
学
生
と
日
本
人
学
生
が
課
題
解
決
型
の
Ｐ
Ｂ
Ｌ
（
グ

ル
ー
プ
ワ
ー
ク
）
を
行
う
と
、
文
化
や
習
慣
の
違
い
か
ら
戸
惑
い

や
葛
藤
が
生
じ
る
場
合
も
少
な
く
な
い
。
し
か
し
、
上
回
生
や
卒

業
し
た
留
学
生
が
在
学
生
の
学
習
支
援
を
行
う
こ
と
に
よ
っ
て
、

言
葉
や
文
化
の
相
違
を
超
え
た
ス
ム
ー
ズ
な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
が
可
能
と
な
る
。
マ
レ
ー
シ
ア
、
中
国
、
韓
国
な
ど
、「
グ
ロ
ー

バ
ル
人
材
養
成
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
を
終
え
た
留
学
生
（
上
回
生
）
が
、

日
本
人
在
学
生
（
低
回
生
）
の
学
習
支
援
を
行
う
姿
も
よ
く
み
か

け
る
。

　

も
っ
と
も
、
こ
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
お
い
て
は
、
修
了
生
が
自
発

的
に
後
輩
の
指
導
に
あ
た
っ
て
い
る
の
が
現
状
で
あ
り
、
留
学
生

も
含
め
た
ス
チ
ュ
ー
デ
ン
ツ・

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
組
織
化
に
は
至
っ

て
い
な
い
課
題
は
あ
る
。
し
か
し
、「
多
国
籍
で
共
に
働
く
」
こ
と

を
す
で
に
在
学
中
に
疑
似
体
験
し
た
学
生
た
ち
は
グ
ロ
ー
バ
ル
展

開
を
す
る
企
業
に
就
職
す
る
ケ
ー
ス
も
多
く
、
グ
ロ
ー
バ
ル・

キ
ャ

リ
ア
教
育
へ
の
ピ
ア・

サ
ポ
ー
ト
の
導
入
が
相
乗
的
な
学
習
効
果

を
生
み
出
す
可
能
性
を
示
唆
し
て
い
る
と
い
え
る
だ
ろ
う
。

４　
大
学
の
グ
ロ
ー
バ
ル
化
と

　
キ
ャ
リ
ア
教
育・

支
援
の
課
題

　

こ
れ
ま
で
述
べ
て
き
た
よ
う
に
、
キ
ャ
リ
ア
教
育
や
キ
ャ
リ
ア

グローバル教育におけるピア・サポート
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形
成
支
援
に
お
い
て
、「
学
び
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
」
を
ベ
ー
ス
と
す

る
ピ
ア・

サ
ポ
ー
ト
活
動
が
積
極
的
に
導
入
さ
れ
て
い
る
の
が
本

学
の
特
徴
で
あ
る
が
、
大
学
の
グ
ロ
ー
バ
ル
展
開
に
お
い
て
は
課

題
も
残
さ
れ
て
い
る
。
例
え
ば
、
増
加
す
る
留
学
生
を
ス
チ
ュ
ー

デ
ン
ツ・

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
と
し
て
ど
の
よ
う
に
組
織
化
し
ピ
ア・

サ
ポ
ー
ト
活
動
に
組
み
込
む
べ
き
か
、
あ
る
い
は
海
外
で
の
就
職

を
考
え
る
日
本
人
学
生
の
キ
ャ
リ
ア
教
育・

支
援
に
ど
う
取
り
組

む
か
な
ど
で
あ
り
、
今
後
の
新
た
な
展
開
に
向
け
て
改
善
や
検
討

を
進
め
て
い
る
。

　

グ
ロ
ー
バ
ル
化
が
進
む
中
で
、
私
立
総
合
大
学
も
教
員
と
学
生

か
ら
な
る
単
一
の
集
合
体
で
あ
る
「
ユ
ニ
バ
ー
シ
テ
ィ
」
か
ら
、

一
つ
の
大
学
で
多
様
な
機
能
を
持
つ
「
マ
ル
チ
バ
ー
シ
テ
ィ
」
へ

と
大
き
く
変
貌
し
つ
つ
あ
る６

・
７。
国
際
化
が
進
み
、
学
生
も
多
様
化

す
る
中
、
実
践
的
職
業
能
力
を
涵
養
す
る
た
め
の
学
習
方
法
や
先

進
的
な
キ
ャ
リ
ア
支
援
の
開
発
と
同
時
に
、
そ
れ
ら
を
支
え
る
高

度
な
専
門
性
を
も
っ
た
教
職
員
の
力
量
が
求
め
ら
れ
よ
う
。
本
稿

で
紹
介
し
た
ス
チ
ュ
ー
デ
ン
ツ・

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
基
盤
と
し
た

「
学
び
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
」
を
、
グ
ロ
ー
バ
ル
な
キ
ャ
リ
ア
教
育
や

支
援
の
展
開
に
お
い
て
ど
の
よ
う
に
生
か
し
て
い
く
の
か
、
試
行

錯
誤
や
創
意
工
夫
を
積
み
重
ね
な
が
ら
、
将
来
を
見
据
え
た
活
発

な
議
論
が
、
日
々
続
け
ら
れ
て
い
る
。 

●
注

１　

近
年
は
留
学
生
も
増
加
傾
向
に
あ
り
、
46
カ
国
か
ら
１
３
０
０

名
以
上
が
学
ん
で
い
る
（
２
０
１
５
年
５
月
１
日
現
在
）。

２　

春
日
井
敏
之　

２
０
１
５
「
立
命
館
大
学
の
学
び
の
仕
組
み
と

ピ
ア・

サ
ポ
ー
ト
」『
未
来
を
拓
く

―
よ
う
こ
そ
立
命
館
へ
』
32

―
35
頁

３　

こ
の
調
査
は
本
学
キ
ャ
リ
ア
セ
ン
タ
ー
が
２
０
１
３
年
度
に
独

自
に
行
っ
た
調
査
で
、
Ｃ
Ａ
登
録
者
の
う
ち
８
１
９
名
の
回
答
を

ま
と
め
た
も
の
で
あ
る
。

４　

多
賀
谷
祥
博
ほ
か　

２
０
１
４
「
人
文
社
会
系
『
キ
ャ
リ
ア・

ア
ド
バ
イ
ザ
ー
制
度
』
の
検
証
と
新
展
開

―
Ｔ
Ｏ
Ｐ
１
５
０
社

へ
の
就
職
者
数
増
を
目
指
す
学
生
の
学
外
活
動
支
援
策
の
開
発
」

『
大
学
行
政
研
究
』
９
号
、
53
―
71
頁

５　

本
学
の
グ
ロ
ー
バ
ル・

ゲ
ー
ト
ウ
ェ
イ
プ
ロ
グ
ラ
ム
（
Ｇ
Ｇ
Ｐ
）

は
２
０
１
６
年
度
か
ら
全
学
開
講
型
と
し
て
拡
充
さ
れ
る
予
定
で

あ
り
、
そ
れ
に
と
も
な
い
留
学
経
験
者
に
よ
る
ス
チ
ュ
ー
デ
ン
ツ・

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
も
、
よ
り
発
展
的
な
継
承
が
検
討
さ
れ
て
い
る
。

６　

川
口
清
史　

２
０
１
６
「
機
能
分
化
政
策
と
私
立
総
合
大
学
」

『
立
命
館
高
等
教
育
研
究
』
第
16
号
（
近
刊
）

７　

ク
ラ
ー
ク・

カ
ー　

１
９
９
４
『
大
学
経
営
と
社
会
環
境

―

大
学
の
効
用
（
増
補
第
３
版
）（T

he U
ses of the U

niversity, 
3

rd edition by Clark K
err. 1982

）』
玉
川
大
学
出
版
会
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１　
「
就
職
に
強
い
」大
学

　

本
学
は
、「
社
会
に
学
び
、
社
会
に
貢
献
す
る
技
術
者
の
育
成
」

を
建
学
の
理
念
と
し
て
創
立
さ
れ
た
大
学
で
あ
る
。
こ
の
理
念
は
、

堅
実
な
理
工
系
人
材
を
求
め
る
産
業
界
か
ら
広
く
支
持
さ
れ
、
ま

た
、
将
来
理
工
系
の
分
野
で
活
躍
し
よ
う
と
す
る
受
験
生
に
も
強

く
支
持
さ
れ
て
、
八
十
余
年
に
わ
た
っ
て
受
け
継
が
れ
て
き
た
。

そ
の
結
果
、
今
日
で
は
著
名
企
業
へ
の
就
職
を
期
待
し
て
の
入
学

志
願
者
の
増
加
、
好
調
な
就
職
状
況
、
そ
し
て
卒
業
生
の
社
会
に

お
け
る
活
躍
が
好
循
環
の
ス
パ
イ
ラ
ル
を
描
き
、「
就
職
に
強
い
大

学
」
と
い
う
評
価
が
す
っ
か
り
定
着
し
て
い
る
。

　

こ
の
好
循
環
は
社
会
的・

経
済
的
背
景
に
支
え
ら
れ
て
い
る
面

も
大
き
い
と
思
わ
れ
る
が
、
実
際
に
評
判
ど
お
り
の
就
職
実
績
を

実
現
す
る
た
め
に
、
数
多
く
の
努
力
が
注
ぎ
込
ま
れ
て
い
る
の
も

事
実
で
あ
る
。
本
稿
で
は
、
そ
の
一
端
を
紹
介
し
た
い
。

２　
初
年
次
か
ら
の
キ
ャ
リ
ア
形
成
支
援

　

前
項
で
述
べ
た
よ
う
に
、
本
学
に
は
技
術
者
と
し
て
の
就
職
を

目
指
す
学
生
が
集
ま
っ
て
い
る
と
は
い
う
も
の
の
、
初
年
次
の
学

生
に
は
ま
だ
具
体
的
な
キ
ャ
リ
ア
プ
ラ
ン
が
ほ
と
ん
ど
描
け
て
い

な
い
者
が
多
い
。
そ
れ
ど
こ
ろ
か
自
分
の
適
性
も
十
分
に
把
握
で

き
て
い
な
い
場
合
も
多
い
。
そ
こ
で
、
入
学
と
同
時
に
基
礎
力
測

定
テ
ス
ト
（
Ｐ
Ｒ
Ｏ
Ｇ１）
を
全
員
に
受
検
さ
せ
、
そ
の
結
果
を
返

却
す
る
解
説
会
に
お
い
て
、
大
学
生
活
の
目
標
を
定
め
さ
せ
る
よ

う
に
し
て
い
る
。
Ｐ
Ｒ
Ｏ
Ｇ
は
、
学
生
の
基
礎
力
を
リ
テ
ラ
シ
ー

（
知
識
を
活
用
し
て
課
題
を
解
決
す
る
力
）
と
コ
ン
ピ
テ
ン
シ
ー

（
自
分
を
取
り
巻
く
環
境
に
実
践
的
に
対
処
す
る
力
）
に
分
け
て
評

価
す
る
シ
ス
テ
ム
で
あ
り
、
コ
ン
ピ
テ
ン
ン
シ
ー
に
関
し
て
は
、

特
集

そ
れ
ぞ
れ
の
大
学・

立
場
か
ら
考
え
る
〝
大
学
に
お
け
る
キ
ャ
リ
ア
教
育
（
支
援
）〟
と
は

「
社
会
に
学
び
、社
会
に
貢
献
す
る
」
理
工
系
人
材
の
育
成

中
村 

朝
夫
●
芝
浦
工
業
大
学
キ
ャ
リ
ア
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
長
、
工
学
部
教
授
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社
会
で
活
躍
し
て
い
る
若
手
社
会
人
の
行
動
特
性
と
比

較
し
て
ス
コ
ア
を
決
定
す
る
仕
組
み
に
な
っ
て
い
る
。

　

本
学
の
学
生
は
、
他
大
学
に
比
較
し
て
、
リ
テ
ラ
シ
ー

が
高
い
わ
り
に
は
コ
ン
ピ
テ
ン
シ
ー
が
低
い
傾
向
が
あ

る
。
さ
ら
に
学
内
で
学
科
間
の
比
較
を
す
る
と
、
リ
テ

ラ
シ
ー
と
コ
ン
ピ
テ
ン
シ
ー
の
ス
コ
ア
の
間
に
弱
い
負

の
相
関
が
認
め
ら
れ
、
リ
テ
ラ
シ
ー
の
高
い
学
生
の
中

に
対
人
基
礎
力
な
ど
の
コ
ン
ピ
テ
ン
シ
ー
に
不
安
の
あ

る
者
が
散
見
さ
れ
る
。
こ
の
よ
う
な
学
生
を
、
社
会
で

活
躍
で
き
る
レ
ベ
ル
に
ま
で
育
て
上
げ
る
こ
と
も
本
学

の
教
育
の
一
つ
の
使
命
と
い
え
る
で
あ
ろ
う
。
Ｐ
Ｒ
Ｏ

Ｇ
の
受
検
は
、
学
生
に
と
っ
て
、
自
分
の
強
み
は
何
か

を
知
り
、
も
っ
と
伸
ば
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
力
は
何

か
を
考
え
る
よ
い
機
会
に
な
っ
て
い
る
。
学
生
に
は
、

３
年
次
に
も
う
一
度
Ｐ
Ｒ
Ｏ
Ｇ
を
受
検
さ
せ
、
自
ら
の

成
長
を
確
か
め
る
と
と
も
に
、
就
職
活
動
に
向
け
て
キ
ャ

リ
ア
プ
ラ
ン
を
立
て
直
す
機
会
と
し
て
い
る
。

　

本
学
で
は
、
Ｐ
Ｒ
Ｏ
Ｇ
の
基
礎
力
の
分
類
に
沿
っ
て

「
社
会
的・

職
業
的
自
立
力
」
の
構
成
要
素
を
定
義
し

（
表
）、
そ
の
各
要
素
と
各
授
業
で
育
成
を
目
指
し
て
い

る
基
礎
力
の
関
係
に
つ
い
て
、
本
年
度
か
ら
シ
ラ
バ
ス

表．「社会的・職業的自立力」を構成する４つの力
社会的・
職業的
自立力

定　　義 PROGで
測る力 定　　　　　義

知 識
活用力

知識を活用して課題
を解決する力

リ
テ
ラ
シ
ー

情 報
収集力

課題発見・解決に向けて、幅広い観点から適切な情報源を見定め、適切な手
段を用いて情報を収集・調査し、それらを適切に整理・保存する力

情 報
分析力

事実・情報を思い込みや憶測でなく、客観的かつ多角的に整理・分析し、それ
らを統合して隠れた構造を捉えて本質を見極める力

課 題
発見力

さまざまな角度、広い視野から現象や事実を捉え、その背後に隠れているメ力ニ
ズムや原因について考察し、解決すべき課題を発見する力

構想力 さまざまな条件・制約を考慮しながら問題解決までのプロセスを構想し、その過
程で想定されるリスクや対処法を構想する力

対 人
基礎力

他人からの信頼を築
き、チームを動かす力

コ
ン
ピ
テ
ン
シ
ー

親和力 多様な考えを受け入れ、相手の立場に立って考えることで信頼を引き出し、人
間関係を構築していく力。また、自分から積極的に人間関係を築いていく力

協働力 周囲と情報を共有し、周りのやる気を引き出して協力して課題に取り組み、また、
リーダー的立場からメンバーを指導し、チームや後輩の意欲を高めていく力

統率力 異なる意見にも耳を傾ける一方で、自分の意見も主張しながら、交渉や討議を
建設的に進めていく力

対自己
基礎力

自分の感情をコント
ロールし、主体的に
行動する力

感 情
抑制力

ストレスのかかる場面でも自分の気持ちや感情を把握した上で状況を前向きに捉
え、困難に挑戦していく力

自 信
創出力

自分の強みや弱みといった自身の特徴を理解し、自分に自信を持っていると同時
に、機会を捉えて自分を向上させようとする力

行 動
持続力

自分なりのルールや決まりを作りながら、最後まで粘り強く責任を持って物事に取
り組む力。自分にとって必要だと思う事柄に継続して取り組んでいく力

対課題
基礎力

課題解決に向けて、
計画し行動する力

課 題
発見力

さまざまな角度から適切な情報源と手段で情報を収集し、広い視野から現象や事
実を捉え、そのメ力ニズムや原因について考察して、解決すべき課題を発見する力

計 画
立案力

さまざまな条件・制約を考慮しながら問題解決までのプロセスを構想し、その過
程で想定されるリスクや対処法を構想する力

実践力 目標達成に向けて自ら行動し、予測した先行きに合わせて全体の動きを調整し
ながら、早めに行動を修正し、実行する力
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に
記
載
す
る
こ
と
に
し
た
。
こ
の
シ
ラ
バ
ス
の
記
載
を
見
れ
ば
、

学
生
は
自
分
が
強
化
し
た
い
基
礎
力
を
養
う
た
め
に
ど
の
科
目
を

履
修
す
れ
ば
よ
い
か
が
分
か
る
。
ま
た
、
各
学
科
の
カ
リ
キ
ュ
ラ

ム
に
お
い
て
、
基
礎
力
を
バ
ラ
ン
ス
よ
く
養
う
こ
と
が
で
き
て
い

る
か
ど
う
か
チ
ェ
ッ
ク
す
る
際
に
も
役
立
つ
と
期
待
さ
れ
る
。

　

と
こ
ろ
で
、「
学
ぶ
こ
と
の
意
味
」
を
自
覚
し
て
い
る
学
生
は
、

学
ぶ
こ
と
に
よ
っ
て
大
き
く
成
長
し
、
社
会
で
活
躍
す
る
た
め
に

必
要
な
力
も
着
実
に
身
に
付
け
て
い
く
こ
と
が
で
き
る
。
そ
こ
で
、

学
生
に
入
学
後
の
早
い
時
期
か
ら
学
び
に
対
し
て
高
い
モ
チ
ベ
ー

シ
ョ
ン
を
持
た
せ
る
こ
と
を
目
指
し
て
、
本
学
で
は
、
Ｆ
Ｓ
Ｐ
研

究
会２で
開
発
さ
れ
た
産
学
連
携
Ｐ
Ｂ
Ｌ
を
「
産
学・

地
域
連
携
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
と
し
て
１・

２
年
生
向
け
に
開
講
し
て
い
る
。
こ

の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
は
、
一
学
期
15
回
の
授
業
を
２
つ
に
分
け
、

２
つ
の
企
業
か
ら
課
題
を
も
ら
っ
て
４・

５
人
ず
つ
の
チ
ー
ム
に

そ
の
課
題
に
対
す
る
解
答
を
事
業
企
画
と
し
て
提
案
さ
せ
る
。
そ

し
て
、
提
案
内
容
や
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
に
つ
い
て
、
課
題
を

出
し
た
企
業
に
評
価
し
て
も
ら
う
と
い
う
授
業
で
あ
る
。
初
年
次

に
い
き
な
り
レ
ベ
ル
の
高
い
課
題
を
与
え
ら
れ
る
こ
と
で
、
自
分

に
不
足
し
て
い
る
力
を
認
識
し
、
こ
れ
か
ら
の
学
生
生
活
に
お
け

る
学
び
の
目
標
を
持
っ
て
も
ら
う
こ
と
を
目
指
し
て
い
る
。

　

こ
の
ほ
か
、
各
学
科
の
初
年
次
教
育
科
目
の
中
で
、
就
職
先
の

企
業
で
の
仕
事
に
つ
い
て

卒
業
生
の
話
を
聞
い
た�

り
、
工
場
見
学
を
す
る
な

ど
の
機
会
が
設
け
ら
れ
て

い
る
。
ま
た
、
キ
ャ
リ
ア

サ
ポ
ー
ト
課
主
催
で
１・

２
年
生
を
対
象
と
す
る
工

場
見
学
を
実
施
す
る
な
ど
、

諸
先
輩
の
働
く
姿
に
触
れ

る
機
会
を
設
け
、
専
門
を

生
か
し
て
働
く
こ
と
の
イ

メ
ー
ジ
を
持
つ
よ
う
促
し

て
い
る
。

３　
産
学
連
携

　

各
学
科
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
は
、
専
門
分
野
の
知
識
や
技
術
を
修

得
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
設
計
さ
れ
て
い
る
が
、
社
会
か
ら

は
専
門
知
識
や
技
術
だ
け
で
な
く
、
問
題
発
見
力
、
問
題
解
決
力

や
継
続
的
学
習
力
な
ど
、
ど
ん
な
状
況
下
で
も
生
き
抜
く
こ
と
の

で
き
る
基
礎
力
が
強
く
求
め
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
力
は
、

与
え
ら
れ
た
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
を
受
け
身
の
姿
勢
で
履
修
し
て
い
る 「産学・地域連携プロジェクト」最終発表会
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だ
け
で
身
に
付
く
も
の
で
は
な
く
、
実
践
的
な
課
題
解
決
の
ト
レ
ー

ニ
ン
グ
を
積
ん
で
初
め
て
伸
び
て
い
く
も
の
で
あ
る
。
そ
の
際
、

で
き
れ
ば
産
業
界
の
協
力
を
得
て
、
実
際
の
企
業
活
動
に
つ
な
が

る
よ
う
な
課
題
で
実
践
的
な
訓
練
を
実
施
し
た
い
。

　

幸
い
、
産
業
界
に
は
、
経
済
の
グ
ロ
ー
バ
ル
化
に
伴
う
海
外
と

の
厳
し
い
産
業
競
争
や
急
速
な
技
術
進
歩
、
さ
ら
に
は
少
子
化
に

よ
る
若
年
労
働
人
口
の
減
少
な
ど
に
危
機
感
を
持
ち
、
優
秀
な
人

材
を
確
保
し
て
競
争
力
を
高
め
る
た
め
に
、
大
学
教
育
に
も
積
極

的
に
貢
献
し
よ
う
と
い
う
機
運
が
生
ま
れ
て
い
る
。

　

そ
う
し
た
中
で
、
本
学
は
、
前
述
の
「
産
学・

地
域
連
携
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
」
も
そ
う
で
あ
る
が
、「
地
（
知
）
の
拠
点
整
備
事
業

（
Ｃ
Ｏ
Ｃ
）」
に
参
加
し
て
い
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
お
い
て
も
、
地

域
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
や
中
小
企
業
な
ど
と
協
働
し
て
社
会
の
課
題

に
取
り
組
む
産
学・

地
域
連
携
Ｐ
Ｂ
Ｌ
を
行
っ
て
い
る
。
現
在
、

Ｃ
Ｏ
Ｃ
事
業
で
は
19
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
実
施
し
て
お
り
、
学
部

生
や
大
学
院
生
を
巻
き
込
ん
で
活
動
を
進
め
て
い
る
。

　

そ
れ
以
外
に
も
、
個
々
の
教
員
レ
ベ
ル
で
企
業
や
団
体
と
の
共

同
研
究
を
行
っ
て
い
る
例
は
数
多
く
あ
り
、
そ
こ
で
も
学
生
が
実

践
的
な
課
題
解
決
に
取
り
組
ん
で
い
る
。
ま
た
、
パ
ネ
ル
展
示
や

研
究
室
公
開
を
行
う
産
学
連
携
の
イ
ベ
ン
ト
で
は
、
学
生
や
大
学

院
生
が
説
明
員
と
し
て
参
加
し
、
企
業
か
ら
の
参
加
者
と
直
接
意

見
交
換
を
行
っ
て
い
る
。

４　
卒
業
生
に
よ
る
就
職
支
援

　

本
学
の
卒
業
生
の
会
で
あ
る
校
友
会
に
は
、
昨
年
か
ら
「
在
学

生
就
職
支
援
委
員
会
」
が
置
か
れ
、
在
学
生
の
就
職
内
定
率
を
上

げ
る
た
め
の
積
極
的
な
支
援
活
動
が
行
わ
れ
て
い
る
。
就
職
活
動

末
期
に
な
っ
て
も
就
職
先
の
決
ま
ら
な
い
学
生
へ
の
求
人
紹
介
の

ほ
か
、
現
役
の
企
業
役
員
や
企
業
役
員
経
験
者
に
よ
る
面
接
指
導

な
ど
が
行
わ
れ
、
学
生
の
評
判
も
非
常
に
良
い
。

　

地
方
に
も
卒
業
生
の
組
織
が
あ
り
、
全
国
各
地
で
開
催
さ
れ
る

父
母
懇
談
会
で
は
、
在
学
生
の
父
母
と
卒
業
生
の
交
流
が
行
わ
れ
、

Ｕ
タ
ー
ン
を
目
指
す
学
生
に
対
す
る
就
職
支
援
の
場
と
な
っ
て
い

る
。

　

ま
た
、
最
近
、
女
子
学
生
、
卒
業
生
お
よ
び
女
性
教
員
の
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
と
し
て
「Shiba-jo

プ
ラ
チ
ナ
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク３」
が
創

設
さ
れ
た
。
社
会
で
活
躍
が
期
待
さ
れ
る
女
子
学
生
の
支
援
組
織

と
し
て
、
今
後
有
効
に
機
能
す
る
こ
と
が
望
ま
れ
る
。

５　
グ
ロ
ー
バ
ル
化
へ
の
対
応

　

本
学
で
は
２
０
１
４
年
度
か
ら
、
日
系
企
業
の
海
外
進
出
先
を

中
心
と
す
る
海
外
の
企
業
に
お
け
る
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
を
開
始
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し
た
。
海
外
経
験
を
通
じ
て
グ
ロ
ー
バ
ル
な
セ
ン
ス
を
身
に
付
け
、

グ
ロ
ー
バ
ル
に
活
躍
で
き
る
人
材
が
育
つ
こ
と
を
期
待
し
て
い
る
。

２
０
１
４
年
度
は
、
中
国
、
台
湾
、
ベ
ト
ナ
ム
、
タ
イ
、
マ
レ
ー

シ
ア
な
ど
へ
29
名
を
派
遣
し
た
が
、
ス
ー
パ
ー
グ
ロ
ー
バ
ル
大
学

創
成
支
援
事
業
（
Ｓ
Ｇ
Ｕ
）
へ
の
採
択
を
契
機
に
、
派
遣
先
と
派

遣
学
生
数
の
拡
大
を
目
指
し
て
い
る
。
本
学
の
海
外
サ
テ
ラ
イ
ト

オ
フ
ィ
ス
や
校
友
会
（
同
窓
会
）
の
海
外
支
部
を
拠
点
に
し
て
、

ま
た
、
先
日
発
足
し
た
Ｇ
Ｔ
Ｉ
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム４に
よ
る
支
援
を

受
け
て
、
派
遣
先
の
開
拓
を
進
め
て
い
る
。

　

さ
ら
に
、
産
学
連
携
Ｐ
Ｂ
Ｌ
の
国
際
版
も
あ
り
、
海
外
へ
出
か

け
た
り
海
外
の
学
生
を
招
待
し
て
合
同
で
Ｐ
Ｂ
Ｌ
を
行
っ
て
い
る
。

６　
大
学
院
生
に
対
す
る
就
職
支
援

　

専
門
性
を
生
か
し
た
職
種
に
就
く
た
め
に
は
、
深
い
専
門
知
識

と
共
に
、
そ
の
知
識
の
迅
速
な
応
用
能
力
、
国
籍
や
文
化
な
ど
が

多
様
な
人
々
の
中
で
力
を
発
揮
す
る
た
め
の
国
際
感
覚
な
ど
の
高

度
な
能
力
、
す
な
わ
ち
少
な
く
と
も
大
学
院
修
士
課
程
修
了
の
能

力
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。
本
学
に
お
け
る
大
学
院
進
学
率
は
、
約

30
％
で
あ
る
（
２
０
１
４
年
度
は
28・

５
％
）。
し
か
し
、
こ
の
よ

う
な
現
状
を
踏
ま
え
、
ま
た
、
将
来
の
技
術
の
高
度
化
や
社
会
の

変
化
を
見
据
え
て
、
本
学
で
は
２
０
２
３
年
度
ま
で
に
大
学
院
進

学
率
を
60
％
に
高
め
る
と
い
う
目
標
を
定
め
て
い
る
。

　

本
学
の
現
状
で
は
、
就
職
内
定
率
、
大
手
企
業
へ
就
職
す
る
学

生
の
比
率
、
研
究
開
発・

設
計
な
ど
専
門
性
の
高
い
職
種
に
就
く

卒
業
生
の
比
率
な
ど
、
い
ず
れ
の
指
標
に
お
い
て
も
、
修
士
課
程

卒
業
生
が
学
部
卒
業
生
よ
り
高
い
数
値
を
示
し
て
い
る
。
し
か
し
、

今
後
、
大
学
院
進
学
率
が
向
上
し
た
後
も
大
学
院
生
の
就
職
に
お

け
る
優
位
性
を
保
ち
続
け
る
た
め
に
は
、
大
学
院
生
に
特
化
し
た

就
職
支
援
を
強
化
す
る
必
要
が
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

　

ま
た
、
大
学
院
の
教
育
に
お
い
て
も
、
単
に
学
術
的
な
研
究
を

深
め
る
だ
け
で
な
く
、
実
社
会
で
役
立
つ
基
礎
力
を
さ
ら
に
高
め

る
よ
う
な
活
動
の
推
進
が
求
め
ら
れ
る
。
前
述
の
よ
う
に
、
Ｐ
Ｂ

Ｌ
や
産
学
連
携
の
研
究
開
発
を
修
士
課
程
の
学
生
の
課
題
と
し
て

取
り
入
れ
る
こ
と
も
始
め
ら
れ
て
お
り
、
こ
う
し
た
活
動
の
定
着

と
拡
大
が
望
ま
れ
る
。

７　
教
職
協
働

　

本
学
は
、「
教
職
協
働
」
を
理
念
と
し
て
掲
げ
て
い
る
。
教
員
と

職
員
が
互
い
に
リ
ー
ド
す
る
と
こ
ろ
は
リ
ー
ド
し
、
支
え
る
と
こ

ろ
は
支
え
合
い
、
ベ
ク
ト
ル
を
合
わ
せ
て
大
学
の
教
育・

研
究
力

と
ブ
ラ
ン
ド
力
の
向
上
に
励
む
よ
う
心
掛
け
て
い
る
。

　

キ
ャ
リ
ア
支
援
に
お
い
て
も
、
教
員
と
職
員
（
就
職・

キ
ャ
リ

622016.1　大学時報



ア
支
援
部
キ
ャ
リ
ア
サ
ポ
ー
ト
課
）
が
合
同
で
方
針
を
決
定
す
る

キ
ャ
リ
ア
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
と
い
う
組
織
が
あ
り
、
教
育
や
研

究
の
場
と
キ
ャ
リ
ア
サ
ポ
ー
ト
課
窓
口
を
結
ん
で
、
協
働
し
て
キ
ャ

リ
ア
支
援
を
行
う
よ
う
に
運
営
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
今
後
さ

ら
に
支
援
を
充
実
さ
せ
る
た
め
に
は
、
就
職
率
１
０
０
％
を
目
指

し
た
就
職
先
未
内
定
者
の
個
別
支
援
に
お
い
て
、
教
員
と
課
員
の

こ
れ
ま
で
以
上
に
密
接
な
情
報
交
換
や
意
思
疎
通
が
必
要
と
さ
れ
、

ま
た
セ
ミ
ナ
ー
や
講
演
会
、
講
習
会
な
ど
の
イ
ベ
ン
ト
の
実
施
に

あ
た
っ
て
は
、
こ
れ
ま
で
以
上
に
教
員
に
よ
る
学
生
へ
の
参
加
促

進
の
働
き
か
け
が
求
め
ら
れ
る
。

　

本
稿
で
紹
介
し
た
活
動
は
、
キ
ャ
リ
ア
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
や

キ
ャ
リ
ア
サ
ポ
ー
ト
課
が
主
体
に
な
っ
て
い
る
も
の
ば
か
り
で
は

な
く
、
教
育
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
推
進
セ
ン
タ
ー
や
学
事
部
、
国
際

部
、
そ
の
他
さ
ま
ざ
ま
な
部
署
が
主
体
と
な
り
、
あ
る
い
は
連
携

し
合
っ
て
実
施
し
て
い
る
も
の
で
あ
る
。
全
学
的
に
行
わ
れ
て
い

る
活
動
に
つ
い
て
、
包
括
的
に
紹
介
し
た
こ
と
を
付
記
し
て
お
く
。

８　
お
わ
り
に

　

理
工
系
人
材
の
育
成
強
化
は
社
会
で
共
有
す
べ
き
課
題
で
あ
り
、

産
学
連
携
に
よ
る
さ
ま
ざ
ま
な
仕
組
み
を
使
っ
て
強
力
に
推
進
さ

れ
つ
つ
あ
る
。

　

今
後
も
、
こ
れ
ま
で
に
培
わ
れ
た
協
力
関
係
を
大
切
に
し
、
さ

ら
に
拡
大
し
な
が
ら
、
産
学
連
携
の
枠
組
み
の
中
核
と
な
っ
て
理

工
系
人
材
の
育
成
に
邁
進
し
た
い
。�

●
注

１　

Progress�Report�O
n�Generic�Skills

：
リ
ア
セ
ッ
ク
社
と

河
合
塾
に
よ
っ
て
開
発
さ
れ
た
基
礎
力
測
定
テ
ス
ト
。http://

w
w
w
.riasec.co.jp/prog_hp/

２　

一
般
社
団
法
人Future�Skills�Project

研
究
会
：「
社
会
で
活

躍
で
き
る
人
材
を
ど
の
よ
う
に
育
成
す
べ
き
か
」
を
テ
ー
マ
に
、

企
業
人
と
大
学
人
が
問
題
を
共
有
し
、
Ｐ
Ｂ
Ｌ
な
ど
の
カ
リ
キ
ュ

ラ
ム
を
提
案
し
、
そ
の
実
践
を
進
め
て
い
る
組
織
。http://w

w
w
.

benesse.co.jp/univ/fsp/

３　

Shiba-jo

プ
ラ
チ
ナ
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
：http://plus.shibaura-it.

ac.jp/diversity/cooperation

４　

Ｇ
Ｔ
Ｉ
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
：
東
南
ア
ジ
ア
を
主
な
舞
台
に
、
政

府
機
関
の
協
力
を
得
な
が
ら
大
学・

企
業
間
の
連
携
を
強
化
し
、

グ
ロ
ー
バ
ル
理
工
学
人
材
の
育
成
や
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
創
出
、

産
業
競
争
力
の
強
化
を
加
速
す
る
た
め
に
設
立
さ
れ
た
コ
ン
ソ
ー

シ
ア
ム
。http://plus.shibaura-it.ac.jp/gti

特集 それぞれの大学・立場から考える〝大学におけるキャリア教育（支援）〟とは
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	03-1040／特集－冒頭
	03-1041／特集－日経・渡辺様
	03-1042／特集－ICU・北城様
	03-1043／特集－ノートルダム・高木様
	03-1044／特集－立命館大・前田様
	03-1045／特集－芝浦工大・中村様

